
議案第９４号 

 

公の施設の指定管理者の指定について（さんゆ～館）    

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項に規定する指

定管理者として次のとおり指定することについて、同条第６項の規定により、

議会の議決を求める。 

 

令和４年１２月１日提出 

 

                    南あわじ市長 守 本 憲 弘  

 

 

記 

 

１ 指定管理者に管理を行わせようとする公の施設の名称 

   南あわじクア施設「さんゆ～館」 

 

２ 指定管理者となる団体 

   所在地  洲本市海岸通一丁目３番１１号 

   名 称  株式会社かいげつ 

         代表取締役  齋藤 敦夫 

 

３ 指定の期間 

   令和５年４月１日から令和９年３月３１日 

  



【南あ　 じク ア施　 ｒさ んゆ～館ｊ】

指定管ＥＩこ　 補　　 定に関する資４

指定管ｌｌ者指定串請書（ 写）　 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・　 ＰＩ

指定管ｌｌ者候補者法人概Ｓ書　 ・●　・　 ・　 ●　 ●　 ●　 Ｓ　 ｌ　 ｅ　 ・　 Ｓ　 Ｓ　　　Ｐ２

指定管ＩＩを ｌｉ う施・の事業計回書　 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・　 Ｐ３

指定管理に係る収支計画書　 ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・　 Ｐ５３

指定管ＩＩ業務にかかるＳ　協定書（案）　 ・・ ・・ ・・ ・　 Ｐ５４



（要項様ま２号）

南あわじ市長

指定管ＪＩ者指定申請書
Ｓ　 ｊｔｌｊＳ　 ｄ　 ｌ　 ｄ　 １９ １１ＵｊＵ　　　　　　　　　 ’－四

守　本　憲　弘　様

‘指定管理者の指定を受けたいので、次のとおり申請しま

指定を

受けよ

うとす

る法人

名称

事務所の

所在地

管理を行おう とす

る公の施設の名称

←・

株ま会社かいげつ

兵庫県洲本市海岸通一丁目３番ヘヘ号

南あわじクア施ほ 「さんゆ～館」

ｎ・

添付書類　　　　　犬
＿　 ＼レ
（事務如ミ｜｜）

ｉｉ！ｉ大のＳ勳 Ｆ大ｇ容、経営状況等
を説明する書類

蕚業計回書

指：ｌ管ＩＩ料ａ示害

ま帯｛ｌｉｌほ大ｌ！任書 ・承索書

ＰＩ

Ｕ・

令和 ４年 １０ 月２ ５日

串八資格を確認する４類

む　 収支計画書

。グループＭ成Ｓ

ｏ　 その他（

さ人名

靈１皿＿・｜
おり申ｍしま



（Ｓ項様式３ｑ）

法人概回書
フリガナ

ま人名称
カア シキガイシヤカイゲツ
株式会社かいげつ

フリ カナ

代表者名
ダイヒヨ ウトリシ マリヤク サ仆ウアツオ
代表目又締役　斎藤敦夫

所を堆１
兵庫県洲本市海岸き一丁目 ３番１１号

電話ａ号 ㎜

鼈立年月日

－

圭な事業Ｓ動
（お革等）

Ｓ泉旅館 「海ｇ館」「華海し１≡ｌ 」、 ビジネスホテル「ハーバーホテル
海ＪＩ」 、コンドミニアム 「島海」１」 、指定管ミ施設「サンライズ淡
路」 「ゆずる は荘」「さんゆ～館」 「ゆ一ぷる」 「サンリバー大歩
危」 「千ａ苑」「きんたのｍ」 、レストラン 「シーアイカ海万ｌ」の
１２施ａの運営。
Ｒび、グループ会社がま営するａ泉旅館 「嶋「¶１海」９ 」「鯛丸海」９」
「加太海月」 、ビジネスホテル 「アテーナ４目」 「サウスブリ ーズ

ホテル」 、マリンレジャー台社 「ＳｅａＭｏｏｎ」の本社業務

ま大の特色Ｒび
経営 ニち針

地域や施設の隠れた魅力を５１ き出 し、 観光 ・レジャーの振Ｓを行う
ことで地方をＳ性化する。

免ｌ午・ 登録等

政府Ｒ録Ｒ１ ０６４　 国際観光旅館連五加Ｚ　日本観光旅館ま盟加Ｓ
旅館業ま営業許ｉ５Ｊ　洲本商工会議所所属　 防火Ｓ準適台済
飲食丿苫営業許可　風俗営業ｌ午ｉＪ　ＩＳ０１４００１Ｒ４　Ｓ類販売業免許
タバコ小売販売許百Ｉ　Ｓ泉利ｍ許ｇ

構ま員数
（を業員数）

１

指定管１１き

｜制度担当者

氏名 ＪＩ Ｉ瀬 麻里 担当部署 ・役職 社Ｒ・　 マネージャー

電話番号 ㎜ ＦＡＸ番号 ㎜
メールア ドレス － その他

一一 ・ｑ 〃皿 ふ－ Ｊ皿 Ｊ　 一一Ｉ

Ｘ　 ５Ｅｌｉ人の縮織因については、別途添付すること
ＯＳ４ＩＵｉｉａのＷ回Ｓ２にＲＩする実績 （Ｅ回の類似ｏ類似施Ｒの管ミ宦笆に関する蜀叺 （Ｅ間の類似旆ａをきむ）

襤Ｒの名称 所在地 Ｓ務の内容 管理ｊｌ営の期間

ゅずるはを

兵庫県南あわじ

市神イｔ浦壁

１０４０－３

指定管１１１１を９け、スポーツ８１ＳＩ白
施ａ として営業中

平成２３年へ２月から

ゅ－ぷる
１ 指定管ｌｌを９け、ＩＭＩ加ｉａと して

営業中
平成２６年８月から

サン リバー大歩危
徳島県Ｅ好市ＬＩ」

城町西宇１２５９－１

指定管ミを受け、 き泉施ａとして
営業中

平成２６年８ＪＥｉｌ 力ヽら

Ｐ２



様式第６号

南あわじクア施設「さんゆ～館」
指定管ミ者む募

事業 計回書

令和４年１０ Ｊ１ ２５日

株式会社かいげつ

Ｐ３



様５Ｅｔ第６号

１）施設の管理

Ｉ。 管３ｌａ営の基本方針

施するにあたっての　 ，本白りな考え方

南あわじ市ＳＳ施設条 ９！ｊ第 １条に掲 げられた 目白４Ｊ であ る「 住」ヨミのＳ康ｉｌｔ 、福祉の 「ａ」上ｔ

びコ ミュニティの場と して 、並びに 自然景観にＥ盧した人にやさしいいやしの施ａと して 、ｔＳ

の活性４ヒに寄４する」を実Ｅ臈するために。お客様に■されてきたａ共性のある施ａであるこ

とを前提に１ １き続き・営をぞｉいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀

ＱＪｔ性があるというのは、「南あわじ市」 「施設ｌミ｜ＪＪｌｌ者（地域住Ｒ）」 「施ａａ営者」「関係回

体」、回者共益の関係の構築、 つまり施設のみならず南あわじ市を体の振興に寄与していく

ことを前提としたｌＫきが必Ｓであると考えます。

また、ＱＪｔの施設は誰もが低廉でしかも快適にｌミｌｊ Ｊｌｊできる施設としてＥＩ営する６Ｘがある

ときえます。 ｔｌｌ女が■Ｓｌｊなくぞ：等に南あわじ市にあれる１会を提りｔいたします。

【回者Ｊｔａのイメージ】

南あわじ市 施設ｌｊ Ｊｉｌ者

指定管ミ施設

収益

～　・
－

－

ミ

二〃

ｙ

南あわじ市全体の振興

また 、角後き朽４ヒしてぞｉく施ａ は、 メンテナンスを施しながら活ＪＩし続けるこ とを １く の１圖

者が望んでいることですので、 修繕計画を作成し南あわじ市様と協議をｔねて行きたいと考

えております。

Ｐ４ 株式会社かいげつ　　２



様式第６そ

）指定期６

指吏管ミ期間内における達成目標に関しましては、Ｚ浴施設であるため入

浴禾ｌｊ ■者数の達成 目標をｔＬてて運営を行ってまいり ます。

入浴利用者数

入浴券・回数券をｊＣ入するｉｉｌ ｌｉｉｌ者のＩＳ加に努め、施設ｌｊ用料収入の 【ａ】上を目指します。

入浴券はこの施設の基盤となる収入源であり、基本方針の推進によってな下のような数値を目標として■営を哂つ

てまいります。

令和５年度

令和６年度

令和７年度

令和８年度

入浴券手１１ ＪＥ目者・

５８，０００

６０，２００

６２，１ ００

６３，４００

回　 券ｌｊＭ者

８， ５００

８，９００

９，１１ ００

９，３００

Ｐ５

待券

４，３００

４，４００

４， ６００

４， ７００

合同

１７０５００

１７７，０００

１８ ２， ５００

１８６，５００

単位：人

株ｉｔ会社かいげつ　　３



様５ＥＩ：第６９

３）各施設の　 に関する　項

海ＪＥＩ 館グループでは南あわじ市 ｌ大ｌの観光施設はもちろん、 淡路ａｌ大｜ の観光施

Ｓと連携し南あわじ市を休の活性化 につながるａ営を積極ｇｌこぞｉつて来まし

た。 具４吻こは①パンフレットやイベントチラシの相Ｘ設　 、②他の南あわじ市

指定ｌｌＳ施設との＝ ｉをぞｉい、 ｔｌａと■携することの成・をｉして来ました。

今後も回様のなり組みに挑戦してまいります。

【Ｅ脱在の・り組み】

①パンフレットやイベントチラシの４日 ：！ｉａ・

さんゆ～館と各槿光施設とでパンフレットやイベントチラシなどを相ｌ：設‘する

ことで、 当該施設のみならず南あわじ市を体のｉ・性４ヒ に寄さしてまいり ました。

今後も連携する施設を増や し、 また相：！ｉ間での利 Ｊｌｌ者が増えるなり組みなどを

検討してまいります。

②４自の南あわじ市ｍ定管考匹との連携

サンライズ淡路やゆずるは荘ｓ（１吻台宿ｌミ１ＪＪＩしたお客様にさんゆ～館に入ｔ

しに来ていただくことで入Ｓ者数を伸ばしたり、 ゆずるは荘とのコラボプランとし

て「手ぶらセットプラン」を作成し、タオルのｌｉサービスを実施しております。こ

うした指定管ミ施設間で相乗効果のある・り組みや、 入浴施設氛通で１ミ｜Ｊｍでき

るポイントカードの導入などを行っております。 結果、ＺＳ利Ｊｌｌを通じて健康増

進を回っていただくなど、 さんゆ～館の 利ＪＩが利ｍ者にとって魅力吻こ感じる施

設運営を行ってまいります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

＊（１）サンライズ淡路やゆずるは荘
サンライズ湊路やゆずるはｉｌは大Ｓ・が狭く、 合宿でごｉｌｌＪｌｌいただいている回体様には、ゆったりとｌｊｌｌｌしていただ
け、 ３ＺＳも近いことからさんゆ～Ｓをご案内することで入・者数を伸ばせられ、かつ、 ｌｌ肖ｌ者の満足度も向上する‘
が期待できる

Ｐ６
株５ｔ会社かいげつ　　４



様ま第６ｇ

＿＿＿＿ ａ外で特別に 。ヤ　４・

特にございません。

ｌｙ

Ｐ７
株■会社かいげつ ５



様ま第６ｊ１

ｎ。サービスの向上

）指定管 ねＩＪこおけｉＴｔｊｌｒづ． こｊ ｔまＦ
－－－

事業 は大きく３つ に分けて、入浴　　 、飲食

計回→実行→検証→改善を繰り 返し行つていきます。

として

ｔ面に関しては今後も普段ごｌｊＪｉｌ いただいているｔ域住民の方へのアンケート

などを行い、 ｔｊｔの方の声も確実に拾い上 げ、 策定していきます。

実行に関して は、 素ｊＦく確実にぞｉいます。

規模が大きいもの、初めてなり組むことに関しては、 必・にホじて

南あわじ市様と事前協議を行い、協力して行います。

は随時行いますが年度末には１ 年間のすべての事業に対してその際南あ

わじ市担当者と見直しを行います。

そして改善を繰り１！しＩＪ万考が満足し、 また来たいとＳつていただけるように改

善を行いながら施設づくり を行います。

検・されたものを 改ｏして、新たな計画一実ｆｉにつなぎます。

このスパイラルを３事業に分けて、 繰り返し行っていきます。

具体的なＪＩ又り 組みに関 して は、 Ｓｌｊ項 目にて記載してお ります。

Ｐ８
株５Ｅｔ会社かいげつ　　６



様ま第６９

２）サービス向上の　 体的な

南あわじ市２浴施設条例第１条にある「住民の健康増進、 福祉の向上ぷびコ

ミュニティの場として、並びに 自然景観にＥ盧した人にやさしいいやしの施設とし

て、 地域の活性化に寄与する」 ことを設置目 白４Ｊとし、 ５１ き続きぷ下のＪＩ又祖みを

行ってまいります。

＜銭湯ではなく、 エンタテイメント性の　いクア施設にン

お金を払って おＪＩ呂 に入 りリ ラックスするだけの単純なＳ浴施設ではなく、マッ

サージや、食事、 イベントを目 白そ】に訪れても楽しい施設にします。 入浴に来た人

が毎 Ｊ≡ｌのイベントスケジュール表を１！、て、それを 目白りこまた訪れ、この施設の１

・ｊ　　 ピ→－になる 、そんな５１営の工夫と努力による魅力

や集客力の向上をｇｌ き続き図っていきます。

。！０２１年度・１’ベントー

ぴ１へＲ　　 おｉＥＪＥＩ 特別イベント
紅白Ｘ呂 ・甘Ｓ振舞い ・お年賀プレゼ
ント

２ＪＩ　　 節分の日
巻きずしの予約販売
バレンタインデー
男性にチョコプレゼント

３Ｊ≡ｌ　　 ホワイトデー
ｔ性にお菓子プレゼント

ちらし寿司の特別販売

８ｊＥＩ

｛
月
う

Ｑ
｝

４Ｊｉ　　 春のこども特別キャンペーン　 ３歳か　 １０ ｊｌ
ら１ ２歳までの入浴料無料 （平 日限定）

年間会員特売券の販売

５ＪＥＩ ＧＷ特別イベント
ちびっこ縁日開催
（スーパーボールすくい、 射的、わた

あめ）

６ＪＥＩ　　 淡路ぬＥＥねぎリ レーマラソン
コラボ
参加者の入浴料割ｇｌ イベント

１　１　ＪＥＩ

’休み特ＳＩイベント
ちびっこ縁日

おき特別イベント
ポイントカード３倍押し

シルバーウィークイベント
ポイント倍押し
入浴料割 ｌｌ イベント

ハロウィンイベント
お子様にお菓子プレゼント、
カボチャのｊｌ量きて
ピタリ賞は優待券のプレゼント

いい夫婦の日 特別イベント
優待券のプレゼント
いいＳ呂の日特別イベント
ポイント５倍押し

１２Ｊｉ　　 ゆず風呂の実施
クリスマスイベント
お子様にお菓子プレゼント

年末年始イベント
ポイント３倍押し

Ｐ９
株ま会社かいげつ　　７



様式第６号

＜１１１１　 に密着しだ、 に利用できる施　にン

１ｉｊ；のお子様連れのお客様はもちろんのこと、・休みやゴールデンウィニークに

はたくさんのお子様連れのお客様がいらっしゃいます。大人の方のみならず、子

供にも楽しんでも らえるよう子供イベン トの実施をモ；｜ き続き強化させていきます。

さんゆ～館がｔ域に密着し継続的に∃Ｋ営して行くために、未来の ｙＪｍ者であ

る地域の子供達が気軽にｉｊＪｉｌ できる２浴施設を認加してもらうことは非・常に重

要である と考えますｏ

ｌｊ Ｊ１１をほ性化するために、春休みには １１ｚ日 限定で３　　　１　 までの

にしたり 、ゴールデンウィークには　　　　　日を開催、‾ｌ戮にはお子様の

プール利Ｊｉｌ料無料イベントを行ったりなど、 「また行きたい」 という気持ちを５ １き

■すイベントをを積極謝こ開催し、 中長期目線での未来のユーザー開拓も行っ

てま いり ました。

また、子供達が「また ぞモｉ｀きた い」 となると 自然に親御様やご祖又ｆｌ様も一緒にい

らっしゃるので短期的にも十分効果があると感じております。

イベント告知

四大大愚

日月 ｜ぷ 水木　龠　土ｔ゙ へｔイッ， きぬ二泌ッ
１　　　　　　　　　　２卻いＩ　　　 ２９Ｌ

・幃　ア
ー

ｅ　 匹　陪，　゙１

？＿
ミ　　　　 芯‘ ・１

‘．・ｒ・● ，． ヽ　　 ゛’ ２１ｓ　’
・－Ｗ

四　　　四

Ｓ

’佃

－

４

４
ご
ｙ

・
　
｛

φ
ｋＪ

バーデゾーン

Ｐ１０

い１ ．１

Ｊで、

４

株ま会社かいげつ　　８



様ヨ；第６そ

＜＝　 増進を’軽に始められる施設にン

南あわじ市に限定した事ではなく、 今の 日本は健康を保つことが課Ｓとなって

おります。近年、 生活のＳで、 疾病の予防や健康維持に関心ヽを持つ人が増えて

いるよう に見受けられます 。ｊ吏域住民の力に気軽に健康増進を始められる よう、

さんゆ～館ではＥＩ在ヨガ教室を万一っており、 気軽に行える健康増進として１くの

方に人気をいただいております。

そのほかにも新しいなり組みとして、ワ ークショップ ａ．アクセサリーほ売 ・冷凍

ケーキの移動販売 ・フリーマーケット開催・健康機器の体験会など幅広いイベン

トを定期的に実施しております。

さんゆ～館で行つているヨガ教室

さんゆ～・で■ｌにヨガｌ・！

９朏亦ｇｎ回
”’ ｀　 …… －“’白 ”’ ．‘ ’‾ ‾‾ ”’ ・‘

．、ｓ●・ｇｌダ　 Ｉ　 ＪＩＩ

毎Ｓ木ｌ１日 の週１回の開催です！

事前予約 を受 けており ます．当 日参 加も ＯＫ！

持ち 物： ヨガ マッ ト． ｇ拭 きタオル 、飲み物
（賃し出しｊ目マットもございます．）

服　装・ 動きやすいＳ装

＜１４金表≫

：にごご塁ご ｒぱご髷回のでご了 承ください　　　 ＬＩ ＮＥ ；きの裙　　　 ｃｙ心

ＥＩＳＳｅ

。・４ｊ館へ
ー

二じ　．
孝）こ冫涎ミＦこ

゜’ ・やこ．．， ．－ ，Ｊｉ耻．・

冷凍ヶ－キ移動・売

！
ｇ
‘
ｕ

び
ぱ

Ｆ
ｒ

’
ｌ
ｊ

Ｆぶ，

ワークショップａアクセサリー販売

Ｐ１１

ヨガ教師のＪＩ景

株ま会社かいげつ　　９



様ま第６ｇ

ｍ： ．ｌミＩＪＪｌｌ者の施設１Ｊ Ｊｉｌに関する事項

）施設利用のｌｉｚ・等の確保への具体ａりなミ組み

さんゆ～館は南あわじ市が所有するＱＪｔ施設であるという点を念頭に置き

ａきをｆｉい 、『男ｊｃ、 年　 げＪづご　 丶の有無に関わらず等しくサービスを

提供する必；ｌがあるＪＩ という事ををスタッフ１と徹ｊｔして教肖をぞｉつてまいりま

す。 また 、本部によるアンケートやクチコミチェツクの体常ｌｊを構築しており 、手等

なサービスが行われているかの管ミ１を行い 、；ぞ平等な対応が発覚した場合の

措置などを定めております。

４に、海 ＪＩ 館グループでは後ｊの５項目に対して、 ごごし‥　＿

ツバ　　　　　　　　　　　しております。

（ＤＩ・倫Ｉｌｇ，Ｊやｊがい者ｉｌ咨の実施丿

法令などの遵でｒの徹底の為、 スタッフに対しての倫１１ｇ修や、 平等な禾１Ｊ ＭＩを確保する為、障がい者ｉｉ修を定期

的に実施します。

②【ｒノーマライゼーションの徼まｊ

ノーマライゼーションの考えブｙである 「障がい考を排除する のではなく、 障がいがあっても健常者と ＪｉＪ等 に肖 たり

前に生活できるような社会こそがノーマル（普通）な社会である」を基本に、障がいのある方のｉＺＩ場にきって接してま

いり ます。

障がいにもａ動機能障がいや、 言語障がいなど様なある中で、 求められるサービスやＥ盧が変わってまいりま

す。 様４なＲ望におＪさえする為、 障がい者研修やスタッフが講師となり手話など簡単な対丿芯ができる程度まで研修

いた します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜

ハード面でも 、障がい者の 方Ｊｉｌ の駐車場のａｌ：や車椅子のｍ意や導線の確保などすぐにできることに関しては ＪＩ又

り組んでまいります。 また、大規模な改修などが必要な場合は南あわじ市と相談しながら進めてまいります。

Ｐ１２
株ま会社かいげつ　　 １０



様５Ｅｔ第６号

③ｒｊｉ社・ ａり組にへの対処ＪＩ

Ｊ京 則、 禾Ｉ」■ 者はをて受け入れますが反社会白り組織にが して は「企業が反社台 ＭＩ 勢力 による被害を防止するため

の指針」 （ｍ罪対策閣僚会議む表） に基づき、社会の秩序や安をに脅威を与える反社会ＭＪ勢力の价・入に毅然とし

て立ち鶚かい 、断固排除します。

また、事業者としての社台白４Ｊ責任を果たし、 社会から信頼されるを業を目指すべく、 Ｗ邑とした姿９で臨みます。

④｜ｒ高譫者へのｉｌ£ｊ

日本はｌＥ史上、 例のないスピードで高齢社台を「ｉｌｉ」かえています。

内閣府の推計では、６５歳な上の人口は２０２５年には３，６７７万人（３０Ｓ）にますると見ｉ；Ｘまれており、 その後も総人口

が減少する中で６５歳ぷ上の者が増加することにより高齢化率は上昇を続け、令加１ ８（２０３６）年に３３． ３９・６で３人に１

人となると言われております。

そんなキ高齢者にやさしい施設へのニースはますます泉まっており 、弊社といたしましても高齢者の誘致をゆ一ぷ

るでも実行いたします。

具体Ｍ］な事例としては、 ニＦＳの事態に備えて近識のｌ療施ａの事前の把握をしたり、 パリアフリー施設の推進を

行ってまいります。

また、定期ＭＪに高齢者がＪ芯に関する講習などにもスタッフを参加させております。

⑤『ｔｌい報ををへの対ホ』

ｊｈ年、 インターネットによる情報ａ祖が一般化し、 高齢者などインターネットに手慣れな力との情報格をが生じる
１

虱鼈性が大きくなっております。

さんゆ～館では、 特に地域の力に対するなり組み串むに、 弊社の最も得意とするインターネットを使只ｌしての情報

素信はもちろん、 施までのチラシＥ布・ 折り Ｅ１みぶ告・ ｔ；ｉ情報誌など紙媒体での情報発信、 地え情報番組や

ケーブルテレビなどのｔ域メディアを・ じた情報・信を回 時に行い 、情報格きをなくす努力を行います。

Ｐ１３
株５Ｅｔ台社かいげつ　　 １１



様ま第６号

２） 施ａｌｊ ＪＩ看の　　への具体ａりなミ組み

施ａｌミｌｊ ■者の増加へのｌｌ又り祖みに関しましては、な下の３点を意識してＲ体白りなＪＩ又り

組みを行います。

①ｊきｉ；１ＪＪｉｌきのｌｊ Ｊ１１頻ま『ａ』上

②観光禾Ｉ溷へのｔ伝広告によるＳ加まの６１１］上

③Ｒ季プール禾ｌＪｍの・・

①ｔｊ＝ｉ； １Ｊ ｊ目者の４ミ１１ ＪＩ頻ま『ｉｌｉ』上

季節イベント一定期イベントを霓施いたします

海ＪＩ館グループでは、何度来ても飽きずにリピートしてもらう為に各施設で季節ごとのイベントなどを執りぞｉつてい

ます。定 ＳＩ 的に開催することで、 ｔｊｉｓ住民の皆様に認知 していただき、参加いただけるようなイベン ト作 りを行って

いきます。回季の移ろいが楽しみになるような施設づくり をぞｉいます。

具体的には、 ：ｒＥＪＥＩ には紅白ＪＩ呂や甘ｉｉのふるまい Ｇｗやｔ休みは「ちびっこ縁日 」として、わたあめ・ 射白４Ｊ ・スー

パーボールすくい。１ １ＪＥＩ にぼいい夫婦の日 」として優待券のプレゼント。 １２ Ｊ≡ｌに｛ｊクリスマスイベントを開催したり

などとして子供たちが楽しめるのはもちろん、大人の方も楽しんでいただける季節感に合わせたイベントをＲつてま

いり ます。

イベント例 定期イベントカレンダー

ｍｍｍ＝＝・＠
ａｇ ・＊ ＊金 出　○“？ｉ，。ａｉ二雷ット
＿． ，．．　　　　 ６　　　　 －　　　　 １　　　　 ２９し！

判
４－１

”

回

？　　　　　　‘

四　　　 ，　　ｊ
８． ９．　　　 で　 ”１ ５Ｓ

Ｉ　 ＩＩＩ
ヽＭ ’．　ｊｔ　２　 ｆ． ぷ　 ．ｌ「

ぶ９ Ｔｊ１　７’１
’‥　　 ４． ｀１ １　１

。。⑥

？。

Ｊ
ｙ

。
ｉ
‘

ｔ・

ポイントカード制度を腦続いたします

入Ｓ一回につき１ ポイントたまるポイントカード制度を？３１ き続きぞｉいます。Ｅ脱在もｔｊｉ住Ｒの方に眷常にＲ評でリ

ピート利 ＪＩ につながっており 、また南あわじ市指定管ミ施設である「ゆーぷる 」「サンライズ湊路」 「ゆずるはａＥ」 でも

共通１Ｊｍできるようにしており、 利ｊｉｉｌ者の１ミｌｊ慢性を『；ｉ』 上させ各施設のほ性｛ヒに努めます。

４さんゆ～

４１

ＰＯＩＮＴ　ＣＡＲＤ
Ｓ
胥

Ｂ
ａ
゛

ヽ一一

ひらつｊ ゛Ｓ
四翆ｇ！ｋ

ｌ・

１１

ｔ４

－

翕

ＩＳ

２ｉ

１６

四

Ｑ

１７

ｅ３

ｌｌ

ｌａ

ａＳ

ａ７ＱマやＩＳや１１ 、４１． ！．
ｌＳむじ羃りｆクリバターｉナル

ゆずるは荘　 ，ぶ・ここ，ぶ，ｓ；，プ゜゛ＩＳｐ　ｙ ｉ゙ｉＪｌａ・ｉＺ　 ＳＩｌａｘｉｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．。
一一一　　 ｙ－ ｉ’ 叭ｃｇｉりただ１１ます・

ぎＬ６ツ９９４ａ６３１０　１“Ｊ・゛・４－ ゛ ヾｌｋｊ一一

Ｐ１４
株５Ｅｔ会社かいげつ　　 １２

ＩＳ

ＩＳ

：Ｚ ＺＺ Ｚこ ：こ ここ

１１ ．２２

いい妾９のＳ

－

４４

７１゛

１ｌｔｋｙそご　　のたに
手心
眉湊夘匠土

－

ｌｌ ミ。　　　　　　　　　ｉ

ｙ：ｉ１斟９ほ祠黯１茘Ｓｉｕ。と。，ｊ・。．Ｘ
ｉｌ ｌ． ・。 ”－バ“ ’－　 ’１ ’・ ｆ’ ”バ’Ｉ Ｉ厂 ：？ Ｉｌｌ・ｉ



様式第６号

②観光手Ｉ回へのｔ伝広きによるＭま口まの ［白］上

（１ ）慎光ｉご報誌や折ｉ，チラシをｌｊｉ したｔご報Ｓ仁

折；！チラシでの イベントなどの情報ｔＳや 、淡を島観光協台 がｊきｆｉする観光情報Ｓらっと淡Ｓ． をｉ回しより

１くの観光客の方へ認タｉ｛｝ されるＪＩ又 り組みをしております。ぶらっ と淡路島ではお得なクーポンの発ぞｉを し、 より １く

の利Ｊｉｌｌ Ｓが増えるなり組みをｇｌ き続き行つてまいります。

Ｅ

ｉｒ ・・ ・　 ｊ．　 ｌ・　 ・ｌ ・Ｓ
一一

・・ ～゛ ～ｌ ●－ミ●Ｓ． ．・
－－－Ｓ■．・

゛－　 ・〃 ・〃－● ミーｌ

＜ａき施設の折込チラシでの

１

ｔ

Ｓ

プ４ Ｕ゛‘ヂゾ’゛４１”／

ｌｌ
隍１

Ｍ゛Ｉ

ａ；
Ｗ９ ＝＝・

／’ ‾｀乙
－ＯＸ胄’
－・－

－

・ＳａＳＩＳ，４１ｙＳＳｉ－１りーン１

パーデゾーンオープン析Ｒみチラシ

＜ぶらっと淡路： でのクーポンｊ１行ン

クーポン券利■で

手ぶらセットプレゼント

（白タオル十バスタオル）

昨年度実

２０２１ 年度４Ｊヨｌ ～３ ｊｌ 利用者１ ０１ ７４５

－－，７７１ｇてこ１

‘そ２１．． づＳｉｒ` －
ｓｉｌｅｓ・　ｆ　ＺｒｌＺｓ　 ４ｔ
＿．．ふ Ｓ！・ｌ ｊ・

－－ ａ●

－

ＪＳ

１－ －　　・

心ｉｉＳニここぶー、

｀゛ミごこづ７～、
’Ｗ　－’ －ら

←

－

Ｗミ 〃～ ｆ‥ －～

－．＿乙

温１ つて
いい よね

‘４ ’．．

｀・ －Ｉ－－ｉＩ・４

．１゛｀ ｉａ
、１ ４４４°

４Ｊ

株ま会社かいげつ　　 １３

ぶｂｌａ４ｉ 乙か７ゆ７－ｔｙ

ＳＰＥＣ ＩＡＬＣＯＵＰＯＮ

，；；りＳｒ’忿
ａ～ ｇ Ｓ`ｍ

いｎ －ＳＩ

．ｎＷｔｋＳ

訟Ｆ‘Ｚ
Ｗ－｀－

のー例ン

ｔＳ ｔゆ ＩＳＩ・４１ １参 りｙ→

一一　泰

←－
はＺ７ＳＳなＳＳＺＺＩ・’゛

一一一

呷； －‾ 回Ｓ迦鑞
－一

・・ ・Ｉ Ｗ－ ４４１１ｐ

Ｊ∃Ｅ
－。 １１ １４

一一一

心睡
ＴＥＵ０７９９’ ４３’３９３９　６

｀－＝４

Ｐ１５

１き７だ
・Ｊ．……こ ，Ｉ

「イングラン ドのＪｉ」半券
ご持ｉ捗でタオルｓｅｔ無享４！！

．・　 －． ・〃 Ｓり ●－ 〃’ き９　 ’Ｓ ７・　’－ ．　 ・・ ・・Ｓ７　Ｓ・＝ミ ’Ｊ Ｉ● Ｓ　 ’・　ｌｌ ｌ　 －　 ・匹’
－ｉ ．・ ．・ －－ ．；り－ ７゛ ９・ １’ ゛ｌ ｉ’ －゛　 ’－ ・゛ Ｉ　 ・・ ・　 １１ １１ Ｓ● ・－ －： Ｓ’ ｉ　 ｔｌ ・・●

ＥＥ弓回邱皐ｉ
イングランドのｊｉコラボポスター



様式第６そ

（２）インターネット・ＳＮＳをｌｊｊ目した　報ｊｌ

観光客や若手の新規顧客の獲得増加を祖いｌｎｓｔａｇｒａｍやＦａ・・ｂ・・ｋを活ＩＬた情報Ｓ信をしております。 ；ｌｉ

年では特にｌｎｓｔａｇｒａｍの情報発信力が高まっているため力を入れてＪＩ又り組んでおります。 また、フォロワーの方

［お］けに定期自りな情報Ｒ信もしているため新規顧客獲得だけでなくリヒーターの回い；・みも行います。

また、リ ヒーター 『白』けにａ式ＬＪＮＥを活ＪＩＬた情報発信もｆｉつております。　ＬＩＮＥの機能を活Ｊｉｌ してクーポン券の

９ぞｉや最新情報のＳ信をぞｉい。 リピートｉミｌｊ Ｊｉｌ率を高めるなり組みを実施しております（２０２２年３ ＪＥＩから開始し９

ＪＥＥ１ 時点で登録者は約 １０５１１）　　　　　　　　　　　　｀

奈Ｚ浴施設のＦａｃｅｂｏｏｋでの

１１Ｕ１ ４‘ｆ

く Ｓあわじ クｒｇ臉 １１ さんゆ～Ｓ

１１ Ｓ　 ・搴デー タ　 ・９，Ｓ

一１ 爾あねじクアＳＳ Ｓんゆ’Ｓ
’こ．７　ＳＲ’ｒｌ５　Ｊ

さん←●１１ず１

いつ もあ りが とう ござｔｉます

いよ いよ ｌ１日、リ

Ｃ

回
Ｓ－ム

ふ
ｉ．Ｓ

１１Ｓ４Ｓザ

く
四あ Ｓｈ ｔｔ ｐ： ／／ｗｗ ｗ． すＵ ４４Ｓ

ａＳ

ｊの一例

９皿

Ｑ

メンション

ｌａ４１ ・ｆ －四

菁あ わじ ヶアＳＳ さんゆ～Ｓ－　Ｑ

・・ ４ｋ，４・ジｉ’．Ｊ．こ夕９，亠ｌ．・．｀こ・

３日 －１ ３日 ・２ ３日は

さんゆ～謳の日Ｉ．

！’当日

ｌｉａ　 ・すＴタ　　 ９皿 －　　 メンション

ＳＳ６６りｒＷｔ　ｔｋゆ～ｔ　　　　　 一’

＿　 ２０ ２０ Ｓ１２１ ２１１　Ｊ

んにちは。さんゆ～四Ｃｙ．

年もＳすとこるあと１か月ですね。
んゆ～Ｓでは４年もクリスマスイルミネーションをや

てます。

Ｓロータリーが夕万になるときＳやかなｊｌのＳＳにＳ

１３ りｌ

フとＸててもＳＳないぐらいＳｚ，ですよ

回ロ ビーでサンタ さん ７－ ゆきだる まさん７・がＳＳ
えし ます１

ミ

ひ１ 四みに睾てみて下 さいＩ

くさんの ごｇｉｌ奄お Ｓち ｔ． てお りま す。

近年、利ｍ者の多いｌｎｓｔａｇｒａｍや

ＬＩＮＥをｇＪｉｌした情報ｊき信をぞｉつてお

ります。 新規顧客ヘアプローチできる

ｌｎ ｓｔａｇｒａｍだけではな く、 開封率の臭

いＬＩＮＥを使いリピーター獲得も目指

します。 より多くのフォロワー獲得に

自］けて取り組みます。

株ま会社かいげつ　　 １４

ゼひＳびに來でください！
紲隋驀りじ市襌朔ありじ】ｇＪ廨あわじクアＳＳきさん

ゆ～Ｓ＃ＷＡＣＯＣＯ４子ｌｌミびスポット ＳＸ肖ａぴか リニ

ュー アル肆ポ ール フー ルＳ まま こと 羃・ へりき

ＥＥｚ＝一一 ¨ｌｌＵｔ’な２じ’　　１１
ｙｙＴ・　　 ねミ．．　　 ｙこ　　　　 ●－ 一一

ぐ７Ｓ悶こ７？５ ７さ；：ｙ

こ’ ●●　　こ
１ｐ　　 －７．－
七　　こ

Ｗ〃　 冫ノー恥

シェノａＳ
－

こ　　な
ＳＳ ４Ｖ　　 。－・

社会に合わせたｔ 輟発レツールの活ｊｉｌ

＜ｌｎＳｔａｇｒｌｌｍ＞　　　　 ＜公式ＬＩＮＥ＞

ＷＱ ７　　　　　　Ｑ

ＩＺ　ｌｗ之ｌａ心ｔ２４Ａ

ＩＳぷｓｓｌｉＷミさ４ｅ－ＷでＶ ｌｔＳね●た４
Ｓ～んＩ ＳＳ●んＳ才んありがとうごＳｌｉｘＶｌ

ｆＳあね し・ －ＳａＳ ｒＳＳ〃ジグ ヲ〃 ドのＳＳＺＳ
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ポイント ２Ｓ．’

ＳＩ．ｘｌｉｌ皿ａｉＳＩＳ　ｔ・｜○回９）

おｌｌい上けごとにポイント１ ０ａ！！

ｊ： ・ポ イン トカ ード はフ ロン トにて９ ｔｉ して

おります　 。おＸＳにおＳＳけ（ださい。

ご来きおＳちしてますに

必・１ ●゙　ｔ．ｆタｌ’ ？‘ ｌｉ一心 －’；

Ｐ１６
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様式第６号

‘３ ）ｉａｌｊＪＩ目者の　ｌ，、Ｓ望等の把握のンコ法

Ｋｍ者ニーズの把握として は、 アンケート・クチコミ を通じて、積極的に利 Ｊｌｊ

者の声を回収し、 現場と本部が一体となり。 タイムリーに対応できる体制を整

えております。

また、ｍ吏管ミ施ａという性質も考まして、 定期的に南あわじ市担当者様と

のミーティングを開催 し、 ｊきうｔ ｌミＩＪ ＪＩき様の声を才Ｅ！ａしたいと考えます。

｜ｒアンケートの回収についてｊ

海ＪＥＩ 館グループではアンケートを非常にｌｌ要な経営指標として考えておりより １くのアンケートを回収するため

に様４ななり組みを行っております。

具体ｌｙ］な方法としてごｌｊ ＪＩいただいたお客様にはフロントにて直接アンケートを手渡ししたり 、適宜アンケート内

容を変更する事でリヒーターの方からの回収率をアップし。改善に１１又り組んでおり、 ゆーぷるでも回禄のアクション

をぞｉいアンケートの獲得数を「ａ」上させます。

ｌｒ ｓＮＩ§の監視について』

海ＪＩ館グループでは、ツイッターやフェイスブックといったｓＮｓでの書き；きみ、プログでのＥ事などに対して、専ｒｌｌ

のＩＴチームが常にチェックを行っております。

その結果を、 さんゆ～館にもタイムリーに伝えるともに、 本部への共有も行うことでお客様からのお声をもれなく吸

い上げ、 反映してまいります。

『南あわじ市担当者様とのミーティング』１

海ＪＥＩ 館グループでは、 これまで８件の指定管ミ施設を任されております。その経験上、指定ｌミ施設ではお客様

からのお声が施設ではなく、市に連絡が入るケースがあると考えます。

クレームなどの■合、 指定管ミ者の責イヨＥですので。その声をた・するために南あわじ市１日肖４様と定期昨こミー

ティングを開催したいと考えており ます。

Ｐ１８
株５Ｅｔ会社かいげつ　　 １６



様ま第６９

海Ｊ≡ｌ 館グループではクレームは　営の肥やしにしていくもの と考えておりま

す。 クレームをなくすことに重奏を置くと、 隠蔽体質になってしまい、 より大きな

トラブルを招きかねません。さんゆ ～館では、む しろ 禾ｌｊｊ目者から厳しいお言葉

をいただける雰回気を作っていき、 下記ケースＳｊの対Ｊむマニュアルを作成し運

■しております。

他の 利ｍ 者に対する苦情

明らかに対象のｌｊＪｉｉｌ者に非があると判ほされる場台は、む共施設の性格上、 ご迷惑をおかけしてい

ることを伝え、ご納得いただくようにヌ４Ｍする。

状Ｒが当事者回ｔでないとわか りにくい場合 は、 第Ξ。者的に間に入り 、納得ｌａくまで対応する。

施設 ・設備に関するもの

その場で対丿芯できるものは対応しますが、 ご；；Ｆ便をおかけしても、お待ちいただくことになると想

定できます。 すぐに対応できないこ とをお詫びすると とも に、 指定管ｌｌ者単独で対応できな いこと

について説回 し、 南あわじ市担 当部署との協議のうえ 、決定したｌ大Ｉ 容を報告させていただきます。

苦情をいただいた ことに感謝の気持ちを示し、誠 ・ひ誠意対ｊ；ｉｌ； していきます。

食事やサービスに関するもの

ＩＢ定管ＩＩ者のａ失でなくても、 ｉｊ■者によっては提供するサービスに合わないこともあるはずです。
＝

せっかくの楽しみを壊すことなくま４応していきますが、 お詫びと回時に生張する１６Ｓがあるかもし

れません 。要望と して受け入れるものは 、あ りがたく受け入れてまいります。圭張しなけれぱならな

い場合も 、苦情をいただいたことに感謝の気持ちを示 し、 誠む誠意対応していきます。

スタッフの過失に関するもの

回らかにａ央が牛！圖 しているｊ１台は 、・やかにＳＳし、その齠ｚ） ＭＪ心についてｌし台わせていただ

きます。 ｊｉＥｌｌＪｉｌ者とスタッフの解釈が違う場合は、 ｉｊＪＩ者からすべてのｉ大ｌ容のお話をお聰かせいただ

いた上で、苦情をいただいたことに感Ｓし、 対応方法を説明し、後ほど決７１１ した対応方法を説明さ

せていただくこととします。なお、 解釈が違つた担ｉスタッフからも十分話を聴き、 ともに考える｀

機会とさせていただきます。

き情などのＭ・力まについての報き

苦情に関 して は、 速やかに担ｉ 部署に連絡し 、状Ｓを説ｉｌするととも に、 対応方法についての案を

提示し、 早２にキほｌｉしていただくように協議します。

回らかに、指定管ＩＩ者のａ央である場台は、・急に対応した後、 内容を担ｉ部署へ連絡します。

Ｐ１９

株式会社かいげつ　　 １７



様ｉＥｔ第６号

６） ｔｌま、 関　 関、 ＮＰＯ、 ボランティアＩＳＩ；嚀とｓ售しぞ玉ン
ー

南あわじ市をはじめとするｊき域の行政機関、観光関連機関、 構成回体一企業、

あるいは飲食業に関わる地えの一次、二次産業等と相 ：！ｉ： の発展や連携 ・協働

を話し合う機会を ５１ き続き積極Ｍに持ち続 けます。

今後もｊき域のＮＰＯやボランティア回体とも協働の働きかけを行い、 施設禾リ Ｊ１１や

イベントの八回開催等の１：画を検討していきます。

６）施設効ｌｌの　大ｔに関すること

この施設の効 Ｊ１１と は、 「健康」 と「施設の活性４ヒ」 と考えており ます。

健康であるためには、 ｊきＳ住民；にたくさんｊｉｌ』１１１１していただく事で、 健康寿命を

Ｒばし南あわ じ市 にｊｉｌ 気な人を増やす事で福祉の費用を抑えることに繋がると

考えます。ｔ域住ＲにたくさんごｌｊＪｉｌ いただけるよう、 前述しま したなり 組みなど

で飽きのこない施設ａ営を行っていければと考えております。

また 、施設の ■・性化のために は、 まずは地域の住Ｒ が：ｉ気であ り、 ｔ域での交

流が活性化している必Ｘがあると考えます。 さんゆ～館は南あわじ市で多くの

地域住民に愛されてきた施設であるという事を、 運営の４］で十分にミ解してお

り、 地域のコミュニティーセンタ丁として様４な交流の拠点となり施設の活性化、

ひいては地域の活性４ヒにつながるよう、ＩＥＩ　Ｘき続き運営を行ってまいります。

Ｐ２０
株ま会社かいげつ　　 １８



様ｊｔ第６９

７） 上　　 づ絃ヅレキ　 る・・

さんゆ～館の ｌミ｜」 ・者の多くはｔｊｉの常連のお客様であ ります。 今後もｊき域の

皆様に愛される施設づくりを行ってまいりますが、常連様の高齢化や少・子４ヒ問

題などがあり 、ｔ ｊｉ１利 ｙ目 を大幅に伸ばすことの難しさを実感しており ます 。また、

観光ｌミ｜Ｊ Ｊｌｌ者に関しましても利Ｊｉｌが休日 に集中しており、 恒常的な利ＪＩ者『ａ』上に

も限界があると考えております。

そのため　　　　　　 ・バ　 るためにはコストコントロールが非常に　要と考

えます。

Ｅ扈を、 株ｉｌ：会社かいげつ でさんゆ～館 とゆーぷる　　　 させていただいており

ますが、 人的資Ｓ・物的資源・宣伝広告などで様４なメリットがあると感じており

ます。

今後も長期叭でよ り効率白４Ｊ ・効 果白りな施設の維持継続を １ニｊｌ うためにも、 二施設

を同 じ運営会社でａ営する意義は小さくないと考えます。

回一Ｌ営会社によるメリット

①人材の 八市ｒ・ 助【す台 いによる 人４牛費 の寵減

②二施設台回で社人やｔ伝広きを行うことでスケールメリ ットによるｇＲ縦ほ

Ｐ２１
株攷会社かいげつ　　 １９



様ま第６ｇ

ＩＶ．組織体制一 人員Ｅ置等

（１ ）組　体制と人材の確保に１するａ休業（採丿目計回等）
■　　　　　　　　　　　　 ■㎜■四回回回丿

組織体制 につ いて は現行の体制で継続運営していきます。

今後もｔな活性４ヒの観点から、新規スタッフがあＸな場合はＥＩ！ｔ雇ｍし、当

初からの目

す。

１００Ｓ南あわじ市民での ｌ　「

・　 ＷＩ

Ｊ　Ｉ

≪人員数ｙ

現地常勤スタッフ　　 ｊＥ規職員３名パート ０４５

（Ｅ脱地スタッフ活Ｊｉｌ のため最低限の人員）

現地勤務限定スタッフ ｉＥ規雇 Ｊｆｌ　Ｏ名　 パー ト２２１５

（継続雇Ｊ１１のスタッフ数も含みます 。）

て目指していきま

ＥＩ地非常勤スタッフ 役員１も ｉＥ規職員１ ５１１　 パート６名程度

（１ ″３ヵＪＩ程度の頻度で訪問、 本部の業務委託のスタッフ数）

Ｐ２２ 株式会社かいげつ　　 ２０



様ｇ第６そ

（２）

種

゛。ぞＥ者

務の職種 ‾ＪＩＳ態　 ！当業務ｌ大ｌ容

設のａ営 ・維持管 １１業務すべての総括責ぞＥ者

１・政財産の 目的夕１４又納にＭすること

飲食担当　 ａ， 勤ｉＥ社ａ

食担当　　 責イＥＥ者　　 Ｓ勤ｉＥ社ａ

販担当

呂業担当　　事務担当

气一敏財産の 目的外使用の許ｉｉｌ に戛すること

の他の設置の 目的を

｀成するために心Ｒな事業に関すること

レストランに関すること

食スペースの レイアウ トに関すること

ー・店に関すること

ｉ、 勤：ＥＥ 社ａ・

）、遣社翫．・　　 品の発きに関する こと
いト

品のディスプレイに関すること

施設への宣伝に関すること

施設とのイベントに関すること

社員一派｀臭　設Ｒびイ才属設備、タト構設備の維持管ＥＥＩ

土員 ・パ‾卜 土珊１事務（む営を業会計の報告書に必要な
｀料提供を含む）

業務全般にかかる庶務（市への事業作成ほか）

社ａ ’派 ｀， 銭管 １１を般に関する 之．と
務担ｉ　　 営業担当　 ニｉ：員 ・パート

話対応に関すること

織全体の業務の補佐など
｀ｌ営補佐　　　　　　　　 社ａ

務に関する補佐など

Ｐ２３

有‘資格

防火管ミ者

防火が象祉ＪＪな検

資４者

防火管ミ者

防火誂象物点検
資４者

防火管理者

品衛・管ミ者

ａ．｜倹物ＪＩ又扱責任

株ま会社かいげつ　　 ２１



２２

様５Ｅｔ第６そ

種

債掃設備

ｊＳ 繕部長

±３１課長

ＣＴセールス ８４

－ケティング

室長

丿業部長

－ル

ンター

員数

務の職種　 ‾ＪＥ目Ｂ態

ｉ， 勸ｉＥ社員

－ピス　　 １１遣社員・パート

部常勤社員

｀務課長

計４ １人

（非常勤１５４５を
Ｂむ）

部常勤社員

部常勤社員

部常勤社員

部常勤社員・

１－ト

ｎ肖業務１大ｌ容

設内外の清掃および環境整備

設内 夕参のＲ視Ｒび警備

ａｌ；大ｌ外の清掃および環境整備

ａａびイ才属設備、タｔ構ａ備の維持管ミ

の他必要とされる維持管ミ業務

ａａ営における経ミと労務の管ミ総責任者

ミ事務（む営企業会計の報告書に心Ｒな

｀料提供を含む）

ヽツト販売とウェブマーケティングの責任者

ぞｉ代ＩＩ店にがする営業責任者

グループ施ａの電話がＪむ１

※本部常勤社員はさんゆ～館にとっては非常勤となります。

Ｐ２４

関すること

有資格

防火管Ｅ■者

火対象物点

｀格者

｀削ちａ備ぷ検｀
者

＝気工事士

株ま会社かいげつ



様ま第６９

組織体系

さんゆ～館

運営パートタ

イム （５）

海ＪＥＩ 館グループ本部

｜
Ｚ浴施設

統括支Ｅ人Ｏ　

館長

飲食担当兼務（１）

館長
飲食担当兼務 （１）

飲食パートタ
イム （８）

Ｐ２５

清掃パートタ
イム （９）

株式会社かいげつ ２３



様式第６号

ヽ－－一一一一

（３）人材　成ノ：ｙ針ａび職　　　に関する計回等

ａやでまめられている９修はもちろん、 任者や新人など：ａ：　や状況に応

を行います。

Ｅ現場施設につきまして、 海ＪＩ館グループの｜大１部講師によるｇ修のみではな

く。 必・にＪおじて夕１・部コンサルティング講師を招くなど必ＲにＪおじて、 各部門の

改・　・自上指　 などをｆｉいます。

また、新卒採Ｊ；目や産学達ｉ　。　　　 ループとして　　　　　　　により４

１！場施設のヨ１営だけでは経験することのない業務をａじて、知識ｊｌ聞の拡大

一人間力の育成をサポートし、 業務に対する視野の拡大や柔軟な甓、想がまま

れる ようなＪむ援をいたします 。　 務上必Ｓな免許ミ得などのサポート などもぞｉ

います。

【定期Ｗ修】

保健所による講１ 年１回

消防訓練 年２回

支Ｅ人勉強会 ｊ１ １回

新卒９修 ｊｌ に１回

新役職者研修 年２回

【現指定管ミ期間のプロジェク ト】

・ＳＮＳ活用ロジェクト

・体験・コンテンツ創ｉプロジェクト

・ａ信ほ売プロジェクト

・カフェ・ち上げプロジェクト

《社 【；ヌ；ｌ研修の様子》

Ｐ２６

ミ

心

株ま会社かいげつ　　 ２４



様５Ｅｔ第６号

４） 当該施設において 自在　　 ている臨時●員（パート含）の　ｊｌの考え。タ

臨時職員のＪｉｍについては現ｆｉの体制で雇丿目継続していきます。

また、新規臨時＝職員が１２ヽ ミｌな４合については 南あわじ市民を　 先し採ｍを

行なってまい ります。

（５）　　　　　　　　　　 用について

海Ｊ≡ｌ 館グループ在籍のスタッフのｌｉａ属、 あるいは新規Ｊｉｙ目 に関わらず１００ｓ

南あわじ市民をミＳとし・Ｊｉｌいたします。

（６）その他施ａを安定して管　　　　つラ才るための

海Ｊ≡ｌ 館グループでは、 繁ｔｌ：：肖ｌには本部社員２０４Ｓほどを忙し１， ｊヽ

応　として派廴しております。 本部スタッフが回ることにより人件費を上げずに

人員を増やし、サービスの低下を防ぎます。

また、大阪コールセンターにより電話問い合わせ業務の軽減や、ＩＴ部門による

Ｅ脱場業務の雑務のｇ ｌき受けなどで、 Ｅ睨場がより お客様に集串できるＳ境を確

保します。

Ｐ２７
株式会社かいげつ　　 ２５
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Ｐ２８
株式会社かいげつ　　 ２６

Ｖ．安全管ＪＩへの■組み

（１ ）施　・設　にかかる安き管！ＩへのＪＳＩ組み

安全管ＪＩに関しては、　　　　 ／をむがけ、 安を対策に配慮し、俊ｌｆ目できる

かどうかを確Ｓしてか らｉＥＩ』■ していただくよう にいたします。

安む ・安全の施設ａ営のために、防災・ 防ｌ［！をむがけ、関係機関と１１携し、

４ミ｜Ｊ ｍ者が安心してごｌｊ ＪＩ いただける環境を整えてまいります。

【定期チェック】

防災 ・防ｉ！計画の策定…半期

海Ｊ≡ｌ 館グループでは、 年に２回の消防訓練のタイミングで、消 防署 ・警察署への キ目 談をぞｉ い、 防災・

｜びｉ・計・の策定をｌｉつております。その計画をもとに、 随時防災・Ｓｉ［！マニュアルを作成し、

スタッフ間に・知徹底いたします。

改修一修繕計画の策定…毎年

改修・修繕を必Ｘとする建物・設備・備品をリストアップし、 担当部署様と協議の上、修繕計回を

策定します。 軽微な修繕に関しては、指定管 ＥＥＩ者側で修繕いた します。 大規模修繕については 、ご

苞者様と協議の上、南あわじ市の予算ｉ；大ｌで改修・修繕を依頼いたします。

危険箇９ｉの明示…回半期

ｉミＩ」 ・者の安をに問Ｍが■じる ｉｌ能性がある場台は、南あわじ市と協議の上、 「ブｌ険」「 使Ｊｉｌ ぞ・「」

「注意」の３段階に分け、 目で見て判断できるように明示いたします。

危険箇所に関しては、 ホームページ等にも回示するよう努めます。

責任者の選定

基本 白り に安全管３１の責任者は支Ｒ人とな ります。

定期チェックは、 施設管１１の責任で行い、 スタッフが協力し合いながら実施していきます。



様ｊｔ第６９

（２）　　　　 の防まへの取組み

’゛ 二万 ｀ｊ　　　　 Ｊ回ｌｇｊ自域での｜；Ｓｉｌ容を ね、 防災に対する指針を

示していただきます。 その上で施ａとしてなり組むｌ大ｌ容を決定し、 防ｇｌマニュ

アルを作成し全スタッフに徹底していきます。

また、気象Ｊヤからの各種警報を常 にチェックし、安をにごｌ；ｌＪＪｉｌ いただくための

対丿芯を行います。

万が一事故等が発生した場合は南あわじ市様に報告、 ご相談の上遜１やかに

砧戛な措置を講じます。待機する場台は担当部署との連携をタかさずに待機

しますｏ また原Ｅｉ】追求を行い：肖：発防止に努めますｏ

施設に損傷がある場合は、 一§。営業休止とし、 担肖部署と協議の上、 ｌｉ開

の時期・ 内容を決定いたします。

Ｐ２９

株ま会社かいげつ　　 ２７
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（３）ｌ！罪の防止への・組み

ごＫｍいただいている お客様、 また従
１

のための警備を下Ｅのａりｆｊ－いますｏ

の安全　保を第一　先とし保安

皀入管ミ乗務

宿丿白施ａの特性上、 来訪き、 甎人餮危などのｉ入が１くなるあ、 タ五錯や諸まの鍵の施錠をｔ視、確Ｓいたしま

す。

駐車場管Ｅ■業務

施設をご１Ｊ Ｊｉｌいただく方が増加し、駐車場の混雑が予想される場合は車両誘導を行い、 待つことなく入館できるＭ

策を講じます。また、 Ｘ季繁忙期には車ｉｌ誘導係を増員するなどし混雑鶚でもスムーズに入館できる体制をとりま

す。

防災 ・防ＥＳ視業務

館ｉ大ｌ の滞留人 口の増加がｔａまれる場合などは駐車場 ・館 ｜大ｌ・ タ１ヽ周 の１１回を強４ヒ し］Ｆ審事案の起こらぬように警

戒します。また、 Ｘ季繁忙期にはぶ回要員一 回数を増加し、夜間のぶ回時間もｉ！長し、 周囲におけるフＦ審事案を警

戒いたします。

巡回 業務

フＦ審者 ・侵入者等の ｊき 見・ 防止 ・建物の損傷 ・落書き等の確Ｓ 一大災の予防 ・不要ｔＭの 消が ・消 防機器・ 消大

器Ｒび消火栓の点検・ Ｍ館時の施錠の確認・ 潜伏者のき見措置など様４ な観点か ら館 ｌ大ｌでの不審事案が発・し

ないよう館内ぷ回を行います。

緊急時の警備

火・ ・事ａ・がＳｔ又 はそのＳれがある ｊａ台は、消 防・ 警察にａ報連絡をｆｉうととも にＥ飃場における 加ｉ回消 ジ《 ・１１

１１１者等の避難誘導 ・負傷者の救護、 消防隊の誘導等を行います。

スタッフの責任感によるＳ１１な救・などを控え、二次白り災害を想吏 した 対１心をｆｉうこ とをま視します。

もち ろん、火災、 事Ｓ等の １１１を防ぐため館ｌ大ｌ 外のａ視、設備点検や機能確認を定期白４］ に行い、 防災 ｌｌｌ練を前期

・後期にＳ・け年に２回実施いたします。

Ｐ３０ 株ま会社かいげつ　　 ２８
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犬ずつ？尚尚燎

緊急時（災害が起こった場合）を想定し、普段からスタッフがマニュアルを認識す
るとともに、 年開白一事で火災回｜Ｘ練を実施します。
施設のみならず大規模災害の場合は、担ｉ部署の一員として、 指示をいただき
ながら、 対応していきます。

緊急時マニュアル

緊急時が応マニュアルを作成し、定期めにマニュアルをチェックし、スタッフに徹底します。

訓練の実施

施ａを体で、 火ＳＩ訓練等を定期ｌｙＪ に実施します。
スタッフは、 ＡＥＤ講習など人命救１！力に関わる講習を受講します。

緊急時対応

いざＭ急Ｍ＝において対ぷしようとＪＥつても、 なかなかｌ難が想定されます。 晋Ｒより意識しながら業務遂ｆｉす
るとともに、 定期白ぐＪな講習や訓練を繰りＳしｆｉいます。

ＡＥＤの設置

宿ヌ白・ スポーツ施設にＡＥＤを設置することで、ｌｊＪｉｌ 者の安むを保つことになります。
日常点検を行い、 緊急時に使用できない事態にならないようにいたします。

協力体制

緊急時にあわてないために、日識から消防署や警察署をはじめ関係者との協力体制をＳえておきます。ス
タッフ間の協力Ｍ係やｌｍｔ域の皆様との相互に協力 できるように努力 いたします。 また、災害時等に避難
場所やボランティアの活動拠点として活用していただく場合には、 指定されていなくても積極 白・りに 対丿心させて
いただきます。

緊急時連絡網

南あわじ市、 愾防暑や詈・署など緊急時にヨ１絡する必Ｒがあるところへ心ず∃ｌ絡できるように整備します。
回定電話がぷＦａになった場合も考慮して、 携帯メールやＳｋｙｐｅ等インターネット通信も確保します。

二次災害を最小・に抑える

スタッフのｉ任感による無ミな救目力等を控え、 二次災害を想定した対Ｊむをぞｉうことをｔ視します。
そのため に、 芭日 の責イＥＥ者 は、 常に落ち着いた判ほができるようにいたします。

保険への加入

ｇｌき続き保障を確保する保険に加入いたします。下Ｅは現在、海ＪＥＩ館グループで加入している保険の概Ｒ
です。市の規定にｔづきながら ｉ３ １き続き加入しｔまいります。

Ｓ別

賠償・イ∃Ｅ保険 （身体ＳＳ）

Ｊ哈１１責イヨｉ１険 （財物Ｓ償）

４障保険 （Ｅ療保障き）

公金総台保険

個人情ＳＳ洩［ｉ険

４＝ｉｉ・ヲＥＩＶ］ 」ｌｌ

参考 （１１加入分）

１名 ：２億円、１ 事故 ：２ ０倔円

１事ｉ攷 ：１ １１ Ｆヨ

タＥｔ： ５００万 Ｆヨ 、後ｉｌ障害 ：１ ５～ ５００万 Ｆヨ 、入院： ２～ ３０万ＦＩ、 ａ院 ：５千Ｐヨ～ １２万ＦＩ

歳入決済額の ２０Ｓ

年間ままムｍ度額　：　１ＳＸ＝范ｋ （１ 事ａ ：１ ０００万 ＦＩ 、年Ｍ吏まムほ度額： ３０ ００万Ｆヨ）

もし何らかの緊２時が１ぷの１６Ｓ性が生じた場台は、一！！ａ常業務に戻ってから、肖ｊｌ防止策を検討し、 南あ
わじ市担芭部署と協議の上、注意事項等をｉ圖者へ伝えられるようにまとめておきます。

＊まページに　考資料（１″５）としてｒｌ際にＥｉしている免 ｉ策資料の一部を添・ｆｔ。

Ｐ３１
株ま会社かいげつ ２９
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緊－０１ －０ １　：　緊ｔ事態予防 ・が応手順書

”

－

繋き搴き のＦ゛９き

火災による緊き事態

実施責任者名：

防火ｔＳ者’

（予防

そ行ｉヨ　２０１０ 年７ ｊ１ １日

別紙 、料（１）

’鬯９）
Ｓ

＊（予防 ・がｊむ）の うちａｌする方にＯをりけ ること

，　 ｓｌ呪煢Ｓ頁Ｅ者　　ｌ　 ｌｓｏ享ｇＪｓ・５／攪き１』■ａ委ｎ　ｉ

＼　　加茂ま長　　　　　　ＪＩ Ｉｏ ｓａ
！沛おＭきこ

全部Ｍ

くＫ　緊急事態のｉｉＴ能ｔ生の ある 執容　Ｓ

火災による緊急事態にか応するための祖繖体制及び責任の所さ
緊な事ぬに対Ｊむする祖鐵体ホｔＪ Ｒび責任の所をについてａ、席あ計軍書のｔめる とこ ろに よる。

ｇ　 予防手順　 ）シ

（Ｄ、・年火災ａ備の觚１１き実施済みバハウス防火　゛ｋ　：　０７９９－２２－４１９９）
②、 年２，回ｉ４ａＥ舞１１繍の実施｛ ５ｊｌ　・　 １　１ｊｌ｝

《　 対応手順　））

①、 火ａがＲ生すると 。叉き機がｆＳＥＳしイｐｌ階のど こで大り｜がＲｌｉした力ゆ示すな

②。 甓償機で表示 されたＳｊｉ７ｔｉｉ し、 ；ｉ １２を把Ｒす る、
③、 ９ｊ期Ｓｔと 考！Ｉ断 したをきは、 ｉ肖大呂でｉｐｉ ｛ヒする。

④、 ｌさ火管ｇｉｌ任きへｉｌ絡を入れ る、 （初ｊりＩＳ大のｔ台）

⑤、 初期■化でないＳ合は。洲本消防署 （霜き　 ２４ －０ ）！ ９　 ）へ遍路する。又は、 ｉｌ１６させる。
（火災ｉｉ報４１ １：ほの赤いボタ ンを押せば蓼接連絡ができ る・ ・・ ｌち火・１！ぎ・ 自火Ｗ１１責ｆＥ考ぺは、
あら かじめ機械にａＳＳが入力 して ある ので、自 １１的に連絡が入 る。）

⑤、 ｉｌｌｌｉ署より 逆ｌｉが入るめで、状ａを加らせる。

⑦、 従業員は 、ｆｔ！！の従業員と 協力 しておｔｌｉの避ＩＳ４にｇめ る。

⑧、 すべてのおＳＳのＳ導がｍ来たか、 １９１１自予ｔ＝ｊｌでａＳを し、 従業ａもＳ鴛する。
⑨。 防大昔１１者又は防火責Ｅきは、ａｉｌきの経綸ｌたびな応に・つ いて は、 回Ｒ文書 （Ｆｋｌ 部アクト 郎） （Ｅ２． 一〇２

齒

－０ １） を作成し 、保管する、

ぢ、 ＷＭａ粟管ＩＩを貝は、状Ｒを確ＳＬ． ＳＰ９のｊ！ｉＲきに四皿について報きする、

べ

＊

＊

点検 ・確認　Ｓ

なぜ、事故が生じたか原因 を追究し報き書（不適合・ ■：ｍた置報告９）に まと め、 環境竃Ｔｔ甎
任者に報告をする。

Ｐ３２ 株ま会社かいげつ ３０
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一一

二乗 １　１－２　：　緊１、事態予防対応手順書　＼
四’タ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

１，

２，

１，

２．

３，

緊き事態の力き

ガス 溺れ ・Ｓ：室 によ り火 Ｘそ生

実施責任者：　 防火管犀肴

実施 部門：
－

〈（消防署き入り 検査）》

１単に１ 回防大設備のがｔを

３単にｔ 回防火有が卜認定の検査

発行日

別紙 料（２）

一一一

２２ 年　　 ７Ｊ１　 ３日

Ｘｙｌ’眺・為ちｊ　７ ｌ゙Ｔｉずる方ぺこｊを りｌｊる こと

管１１資を４

力｜ほ室長

関遵Ｓｎぷ： Ｅ録 （・

けｓｏ苓務９／屎Ｒ悍Ｊ・委員
Ｊ１ １口佳宏／各部ＭＲ

－〃

Ｚ蜂４５　ｒＡ検Ｚ録」

【３．年に】 回火ｘｉ！まｐ考をＳｔＬたｉｌＳＳ４のｔ会い）

皿心

１単に２ 回避艱ａ４の １１練ｌ実施 ５Ｊ４　皿皿いあ り） 、１ １ｎ 自ま避難誘４１１１Ｍ！実ｊｉａｉ ほｊ Ｒな７へｔｌミ告

あり）

１年に１ 回Ｍ大器 ・消火４ｉの使万ｌａ ｌ；練（５　ｒｌ ＳＪｉｉｊ

１年に１ 回回報装置の実施チ．スト

ダ湊防設備が検カ

Ｌ　 １年に２ 回消防ａ佃業者によるｉ隔ぢｊＲ備点検、５　ＪＩ 、１１ＪＩ｛５Ｊ４Ｍ防■へＳ告｝ Ｆ具かがあれ、ぱａ答する
２　 息ｔ点岑鴇、則と して ｊｊ ４回 （ね １１１回に１ 回） ；ＦＲ合があればぽ捺する、

３　 。随時、 防火刄、備にギＡきがＲ生したＳ合は改きすな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ｌ。

２．

１。

２．

晁

ａち大が策・ ■回 りＳ

き郎署は火災予防にＷめ、 大・Ｍ使ｌｉｌ後は後Ｍ末 ・え４１ＳｔのをｍをぽＳする。
ａ警４事きは、ｌｔａ前にをｌｉｉにｘｔのきい ことをまぬする。

１緊急事態Ｒ ｉｊシ火災ｇ生

き従業員 は、 大沢めお 客４１の避難誘導 に務 める。

ｔＵＥ業貝は 、火 Ｘミｌ生時の組織 図に 從い 、せやかに行！ｌ］す る。

火災発生時はがｉ防ｌへａ ４１ａす る（火災通報 シス テム ）の 活ｍ。

自衛４１Ｓ６隊１を； き藤敦夫

Ｑ’ ＝ｉｉｒ！ミ！

卩之ｆ加

ａｌ

に害わ洫 ；．

・１ タフ 市汲 ｙｌ

Ｓ・

１

ｔ〃’‘ ”－

’支全お３ＪＩＦ

ｒｔｔＣＳ

レＳ

１ぶ１；ｉ．

」゜ ．゛　－

Ｖｌｉ，

Ｗミ

．Ｅ

－Ｖ

回匚葱
４

Ｓｊｌ館 自衛Ｍ肺ほ編成表
一一

副隊長： 岡本叉Ｅ入

き

９句

なぎｉＥ

にｙ ！‘ ７ｆＥ

２ぷ

ききｔンｙ夊齟

柩７４

ぎ出ぷ

予約 ・唾卿

４Ｓ

鳬なさ４　Ｋ

き肖ｔを出し

Ｐ３３

ＩＳｌｌりあｌｙ！　１

マＵ ；’ ；　Ｚ

ぷ１１１ ９３ち

４ｉ，ｔ ａｌ！ｉ ．ｌｌ

ＦｌｉｊＳ

ｇ・ｌ隊長： ｙ９■まＩＥ人１

ｉ；゙ ｈｌｋＦ

ｎ迴 樊Ａ？

１か　 １をぷ

７又がちミ

隕持りｙ づ“

Ｊ｝包

刮六 【；Ｊｙ ｌマ ニい；‘，

４ぢかン ．怕

＝ｔｉ電Ｍ・４

株ま会社かいげつ ３１
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－　　 ・Ｗ

１　 緊－０１－０２　；　緊急事態予ａ ・が応手自書
一一

（予防

緊を事Ｓの内容

ノロ ウイ ルス予防対応

実施責ぞＥｔｌ　：　　 ‾゛‾“‾‾

１

調き部Ｐ９長

予防手順 ドＶＲ．の表にヌｔめる。

別紙 、、誹（３）

発行 日： ２０１０ 年　７　 が　 １０　Ｆｉ

・対応）

拿（予防 ・お応） のう ちお１する力に○をつける こと

Ｉ　 Ｓ境Ｗぎ責をｔ　　 ｒＳＯ事ＳＪＩ／環境ｔ・１委ｊａ

加茂ま長　　　　　　　　 ＪＩ に１ 部長

関連剖Ｍあ；

全部Ｐ１１

ノロ ウィ ルスによ る感染きｙ５１Ｓ炎は．お うりｒ・ 下痢■のＪＩ状をｆ半い、 ｌに多く ｔられろ感ぬ症です．
２～ ３日 でほ癒し てし まいますが． そ縦 しない４合や軽いまｉＳの よう な症状も あり ます、

特に免疫力のＳいお年寄り や乳切■がきをすると ．９に１１１ｇｆヒする５れがある．

ｌ。

手をいの施行

２

跼瑶台／孱９Ｓ．Ｒの

殺菌方法

３．

Ｓき物のむｌ方ま

４．　 症状４

１予 Ｓ】

｛ａききに入り訖爽、 跼きの散１、 食本の前、ｉＷをには十ｊに手をあ う｝
すす ぎ→ａ汞によ る流水で十分にれ い、 ４Ｓなタ オル 又はペーパー タオルで拭く。

ガ：Ｆけん自体にはノ ロウイルスを直接失ｇ化する効果はあり ませんが。手の

脂肪ｉ９；の汚れを落とすことによ り。 ウイルスを手指から剥がれやすくすろ

効果ｊｔ ある。

殺菌方ちー‘・　 次亜塩素酸ナ トリ ウム｀、 加熱

資ｉ１１３Ｒ等は洗剤などをま示し十・９にを冷した後、ｍ皿ナト リウムｙａ

素濃度２００ｐｐｍ｝ でａすよ うに拭く こと でウ イルスを失４化で きる。
がま なねえ、 を１ Ｔ、 へら 、鳶Ｓ、 ふき ん、 タオ八・゙喬ＮＩ警劭い、Ｓ　５ｔ。以、上 ）で １９ Ｊぶｔ

上加熱する

ぐ二枚只などをなり扱うと きは、ＷＪｇの調きａＡ（まな縦ノむＴＳ） を｛Ｊｌｇｌ。
きし くは、跼ＳＳｊ， をｔｍの都ｇａ浄、ＲＳｍ ４をナる。

（きの食ｔｔへの こ次Ｓ染 を防止す るよ う、 Ｍ＝にま忿す るよｌう ｇ。 をつ けるｊ

Ｓ¶）紙　１

ききは妲ぺのぞ＝ｔｊｉ・ ｔｔを防止するためき夕かに行 う。
をての部Ｐ９がｊりきする。

ほ痛、下乕ｌ、ｇ牡笏症状が続くと きは、早めにＥ療機関を受診する。

ｔあの中むｔ度

こ

８５ でな上で １分間以 上の 加熱

の徹底

肖．　　　　　　 ．　．

ｉｔ１９・についてのま意ぷ⇒①常 にＪＲを蛆く り］ る、

②ｌｌｌ軸４ を；ｉず し、 ｌｉけんを－１一Ｑａｔて る．

③ブラシなどを使ｍして手指をま１キする

Ｐ３４ 株式会社かいげつ ３２
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様式第６号

Ｅ３－１０－０４　；　緊き事態対応 ・予防手順さ

緊な事態の内き

（予防

ノロ ウイ ルス緊急事態対応

実施責任：者４： を部Ｐ９

Ｓ！｜紙甎料（４４）

弋、が）
ホ（予ｌｉ　・　 ｌｌＲこ）の うち酋当すろカに○をつけ ること

環ａ・や實｛ＥＥ考　　ＩＳＯ事ＳＪ５５／ＳＳｔＳ４ｊ４

加茂ＥＲ　　＼　　　　　Ｊ； ！ｎ 部ｊｉ
関連ＳＦ１４　：　　　 を部 Ｐ９

２。　 緊き事鏃対応手順 ；下記のＳこ定める。

【封ｊむ１

１クＳ染ぎがきｊｉｌ したきｌ　　ｉｉｊａのｇｇ４多入社の奮蔘の調１１、ｉ！ｔＳをずる部ＳへＳＱ＝きの｛ＵＩし

ｓ頚のｉｊｓの仕ｊｊ‘　　　｜た食ｓ類や１！Ｅぷつが４１着し た食ｓ類を下瞰する場む、 ま卷がｊｇヽｓです。 ｉｌｓ
、で あれぼ食器等は、 Ｍ別：にｇす前、 食後すぐに次亜塩瘢ナ トリ ウム 鈿１ に十分

、浸 しヽ 誚きします４
１ネ食Ｓ等の下ａいやｌａｉｌｔ後にうがいをし’た場所一等 も次ｉｉｔ素敵ナ トリ ウム

１※ （ｌｉ素Ｓまお２００ｐＰｍ） で１１４ｔ，　ａ溯を・つてミＳほをする。

２。 魔境のがｉ４４ｊ

感染者が発生 した ９台

四　　　　　　 Ｗ・ －・‘

３． 食ａｋ扱きの衛生管

をで注意すべきぷ

４。 躙ぎ従事者が感染

の恐れの ある Ｓ合。

５． お客峰と接する者

及び抖き を提 供す る者

が感染の ５れ．の ある場

合

Ｘ　ａ１４施設やの肖をき

ノｔ＝１ ウィ ルスは感・力がｊｌく 、Ｓ境（ ドア ノブ、カーテ ン。 リネン類、日 １１１

Ｓ， など）からも ウイ ルスが検・されます。 Ｓ染きがｉ！生した４台、 ｉ肖毒がむ

・な場合次・塩素敲ナ トリ ウム゛な どを使用する、ただし、ａ；ｊ■１齟素酸ナト

リウ ムはｔｊ４ｇ食きがあ りますので、 ｉ肖４きの薬拠の拭き ａり を＋９にする

よう ま意をするこ と。

食ＳＩへのこま汚染を防止する ため 。１品・後者は日 頃か ら自 む白 身の９康状

・を把握 し、 下１！ｉやお うｑｉ、 ■Ｊｎｘのよ うなき状がある場きには、 Ｊミ施設等

。の頁ｆＥ者 く営業耆．ｔａ衛ま責｛モき等｝にその

皿四　→　 下痢やお う１１ヒＬ等の症状がある力を、食１１７１ をほＥ接なり

扱う 作業に従事させないこ と。

このウイ ルスは下痢等の４状がなく なっ ても、・常ではｌ ｌｌ間程度Ｒいとき

には ！ヶ ｊＲ度ウイルスの排ｉｔが続く こと があるので、 を状がｔｘ両 した徴｜
も、 しばらく のＲはぼ椄食ａを取り扱う 作業をさせないよ うに十ること。

前項４に準じた対ぶが６Ｗ。

１外部か らの汚Ｑ をＲｙぐためにお客様 ｇｌ とは Ｓｊ に従事者 Ｗ１１１ のト イレ を利加

し、 ドア のノ ブｉｇｉの手指の１１れろ 場ｊヲｉ等の洗浄 ・消毒等の対策をなる こと

食中毒に関するご相談は・ 淡路保健：所 電話 ０７９９・２２－３５４１

株５Ｅｔ会社かいげつ
Ｐ３５

襲行 ９， ２０１０ 年　　 ７月　 １０　日



様式第６そ

［鮃。 緊急事態予防 ・せ応手順書

（予防

１ゆ庫卷ｔホｔ

ｌ

重油漏れによる土壌汚染

実施責任者名 ：自火・ぎ責ぞｔ　胴ａｌ

環境管ｇ委員　きｉｌｌ ・清ｌｌ ・リ ネン

癲

Ｒ行 日： ２２　年

・紙　料（５）

７１ １０　日

＊（予防 ・が応） のう ちまｉするカにＯをつける こと

彙楫■Ｓ責任希　　　ＩＳ９事務局／県境Ｗ！１・ａ

加茂室ｊｌ

関連ＳＰ９ぶ：

■辭 ・涛Ｓリ ネンおＦ１１１

２

３

４

５

６

ＪＨ 口部を

緊急事態のｉｉｌ能徃のある内１■

①煖房用重油、ｊｒｒ油Ｒびガソリ ン（な下 ＩＲ油匆。１ とい うｊ にを生するｉｉｌ能性がある流１ｔｊ及びそれ

に伴 う上壌への汚染。

緊急事態にガホするための祖臓４制Ｒび責任の所在

②緊急事Ｓにがａ：する組織体制ａびｉｙｌｌＥの所をについては ７１１１ａまＦ乕さ」 に定める。

タＩ応手順

１） 重油等流出の予防

重油タンク、 灯加タンク、 坊油堤、 消火器及び油吸着材の螫蒲ト点検

①ｌｉ・タンクの管きｔ： 営ａ ・清Ｒり｜ネン部Ｆ９農境管Ｓ委Ｕ

１　１ａｉｌｌｌ ｉ４に検収すろ郎ｒｉ加ｉｊｌＳタンク、ｊぽ洫タンク、 Ｅち油ｔｌｉｌａびＭ火Ｓのｔ汕ｉをＳｉｇ し。 異きがあ
ったｌｉ合は管ａ者に帷き し、 管ｌｐ１７は修繕を指示する。

③環境管１１委員は１ 階機械管Ｓ室に油吸着材をＥ備 し。 随｜？ＩＡ検する。

灯油タンクからポ リタ ンクヘの給加Ｓｔの注意事１１

（Ｄ ／りレブ蝸ｆｌ； をＳ らな い。

②給油中そのｌｉをＳれない。

ボリ タン クか ら嚼ＳＳＡへの給油９１のｉｌＥき事ｇｔ

匐綿油の際． ａ房Ｓａの火をｍす。

②ぬ池中その！１を離れない。

③ポ リタ ンク は暖房ＳＲと はＳ の！ａＳ にＲ き、 ・１１す る。

重油等流牡１ １１きの対応

土壌への影響がある場合

（Ｄ　ｉ： ち会つているＳＰｇＭは。 業きにバルブをＭめさせる とと もに、疽油等の洫出を止めさせ、又は自
ら１１二 める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜

また、排水溝を七嚢で閉鎖 し、 重油等の排水路へめ流入の拡大を阻』！こ十 る。

添付資料 ｌ渣防お・尚書

Ｐ３６ 株ま台社かいげつ ３４
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（５）上記ａ外で特別に記

特にございません。

Ｐ３７
株麌．会社かいげつ ３５



様式第６号

ＶＩ ．施設・ 設備の維持管ミ

（１ ）施設・設　の管ＩＩ体制

業務を体を管ミする支Ｅ人に加え、 建物施設管ミ責イヨＥ者を置いてま設・設備

の管３１に万をを期しますｏ

・業務執行体制

１） 維持管！１１業務を総合白４１ に把握し、統括管 １１する維持管ＥＥＩ業務総括責任者はまＥ人が兼ぞＥします。
総括責ｅＥ者は市との ｔ口 とな り、 業務の統括管ＩＩ 、各計回書一 報告書の作成 一保管、 モスタリ
ング対応を一 ：ｉ的に行います。

２） 維持管１１業務に関する情報は全て総括責・ｆ∃Ｅ者に集約される体制とし、維持管ＩＩ総括責ぞＥ＝者は情
報を黛析 し、 Ｊａ降の維持管ミ１計画を適宜見直すなどＰＤＣＡサイクルによる ｉｌ 質管ＪＩを実ｆｉ しま
す。

３） 設備機Ｓの点検について、 その一部を「株ｉｔ会社かいげつ」 の組織一 機能を活Ｊ１１してｉ；ｌｉｌ 製４ヒし、
認証Ｓ得済みの「ＩＳ ０１ ４００１ （省資Ｓ／省エネルギーＳＳ） 」をほＪｉｌすることにより、 維持管
ＥＥＩコストを削減します。

・建物総合診・の実施と修繕計画のｊ！直し
指定管３１事業にタ４するａ営維持管！Ｒ業務経験を有するマネジメントチームによる総合ＭＩな建物設備
診断を実施し、予 防保１：措Ｘの実施判 定と長期修繕計画の見直しをぞｉい 、１１１ ４ヒ等による危険 ・障害
の未然防止に努めます。

一実施項 目と頻度 ，ａ びｌ；１；ｌ容

点検頻度 と１大ｌ容（緑色 はＲ求水準の 定め のない自 左．的な点検として実施）

作東項目

建築外観点検

建築重点点検

特夕朱ｌ！築物定期ａＳ

建築設備定期検き

ｉｌ物設備診断

災Ｓ時特別４検

圭な仕様

建築外観点検

（ＳＩ考ｉ翻ＩＳＳＩ！！当き）

ａ築重点点検

（尚貴４きき）

ｌｌ築設備診断

（有資格者）

実ＳＳ度　　目的

毎月　　　　 予防保全のための自主丿禁検

年４ 回　　　 予防保全のための自主点検

３年 １回　　建Ｓａ準法１ ２条

年１ 回　　　 建築Ｓ準ｉを １３条

５年 １回　　予防保きのための自圭４４１

Ｓ度　　　　 災き後における自主点検及び｛ｉ１全措Ｓ

維持管ａｘ務担き１１自

社・格き

有資格者

有資格者

有資格者

維持ＳＸ務担１１き

ａ検内容

チェックシートにａづく目視点検

チェ ック シー トに基づ く目 視点検

ａ築基準法１ ２条 にａづく 目視検査

ａ築ａ準Ｓ１ ３条にＳづく 目視検ｉｌ

チェックシー トに基づく目視点検

Ｓ度５な上の地震素生後ａび大型台ａ等災
害以後のチェ ック シー トに基づ く目 ａ点検

４検項目 ：ａ物の 夕１・瞋点ａを４ｉい 、ｔｔ上 げ４オの浮き ．剥 落、 ひび割れ 、チ ョーキング、 エフ ロエ ツセ ンスの流 ａｌ 、シ ーリ ングの

ｉｌｌｌ１は安全かつ快３ｉに施設を利用で きる よう 、がたつ き、 水素やＩＦ・ ａ密性Ｒび耐 Ｒ！ＦＦ 性、 ガラスのｌｉ損・ ひび割れ、
ａ、 素食、変形． 破損等の有無及び正常作動ｉｌｉｌＳ、 閧Ｍ ・施錠装置のｉｌ認を行います．

ｅ落下 ａちに修ｉｌを行います

点検ｌｌｉ目 ：Ｚ根・ 外Ｅ ・ｉｌａ （内外Ｓ）・ 叉井 ・内壁・ 床・ 階段 ・手すり・のｔ犬ＳＲびＲ常の有無等のぶ４宍を、９・ききによっ
てより専門的に実Ｓします。

し、 修ＩＩ・ 修繕等の心要の有ぬやその対処Ｓをｇ吏します

点検項目 ：専門的 な立ｊｌから ５年 目にａ築ａ備診Ｓを実Ｓし 、診断結果を基に 、本施設に関 する ライ フサイクルコ スト を低４す
るための施Ｒｉｉｍ力５ｉＷについて提Ｚをｌｉいます。

Ｐ３８
株式会社かいげつ ３６
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（２）’Ｒ設 の適切な維持管Ｓへのａ組み

予防保をを基本とし、 維持管ＪＩ業務マニュアルを使Ｊｌｌした「 日常点検」、 「定

期点検」 ぶび災害発丿生後などの「特Ｓｌ」 ぬ検」を実施することにより建物ａび設

備の；；Ｆ具合を早期に把握し、こ　　　　　　　　 ことで本施ａのａきをＦ９

・なもの とすることに加え 、　　 。ド ’。　 寿命化を回り ます。

予Ｓ保をを基本丿京則に維持管ミ業務マニュアルの作成とその実践　　・
ａき業務と維持管ｌｌ業務を回一企業が一体謝こ業務を担芭することでサービス水準がｒａ］上
む共施設の維持管ミをち上げ業務経験者による新任Ｅｌｔ採用職員の教育指導
南あわじ市ｉ大ｌ在住者の雇用 の創 ｉによる 、地域経済の活性化に寄与
診ほ実施による長期修繕計画見直しによる長寿命４ヒ

持管 ｒ；４ごｉｌ閇

作業時Ｆｌｌ ・時期一方法の協議・ 調整

修耨ｌの短Ｓ ＭでのＳ施

事業期間ゆの工程策定

年間業務計回書

ライフサイクルコストの削減

省資 源・ ｉエネルギー

環境負荷軽減・環境ｉｌ染等の防止

施Ｓｉｌ ｊｉｌ者の｛１・被害ＩＳ止

劣化等ａ険・障害の未然防止

維持管ミ業務マニュアル

・予防保をを基本とした維持管１１システムの構築
１）頻繁な「日常点検」と「定期点検Ｊａび災害・生後などの「特Ｓり点検」を実施することにより、

建物ａび設備の］Ｆ具合を９期に把握し、適りＪな保を措置を行うことで本施設の５！きをＦＩ滑なも
のとすることに加え、 建物設備の長寿命４ヒを回ります。

２） 業務を般を統括管１１する維持管ミ業務総括責任者は施ａ長が兼任します。
日常業務に従事する事務ｔに維持管３１業務の連絡受付窓 口を一ｊｌ・ｆヒ します。
事務まは維持ｔＥＩ業務のｔ口 として常時ま絡ｉｌ能なヘルプデスクとしての機能を担い、一 ｊｉ 白り
な管ＪＩ体制とすることでフＦ測の事態にも迅速に対ｊむします。

３） 業務担当者間で頻繁にミーティングを行い、 Ｘ常に対して常にま意を払い、 ｉｌＪｍ看の安きにＲ
ｊｌ して劣ｔ等による危険 ・障害の未然防止に努めます。

・４！期Ｓ見、ｉＢ連な補修ａび長寿命４ヒ （建物の性能 一機能、 ；ａび美観の維持）
１）安全確保にｌｌぬをＩ：いた本施設独自の毎ＪＥＩ・回ぷ検シートを作成し本チェックシートに基づい

て維持管！１１スタッフが毎Ｊ≡ｌ ａ回点検を実施し、；；Ｆ具合を早期に把握し速やかに補修等保を措置
を講じることで建物の長寿命化を回ります。

２） 日乗の管ＥＥＩ・ ∃ｉきの４１で維持管ＥＥＩ業務担当者等が気づいた破損等は、ＲＩ］座に一時対処を行いま
す。

Ｐ３９ 株式会社かいげつ ３７



様５Ｅｔ第６号

－一一

（３）１１率ａｅｌな■ｌｌ■ＳをＪ？ｋ

設備や建物については一部、弊社の組織一機能をｇＪ１１ して ｜大ｌ注化・ 常駐化

し、 維持管ｊｌコストを削減いたします。また、 マルチスキルスタッフを育成して

きたことにより、 効率的な人員Ｅ置が行えております。

・効率白・りな人員ＥＸと施設計回による合ミ４ヒ

１） 業務担当者が関連する複数の業務を兼務する よう指導教育 し、 マルテスキルスタッフによ り効

率的な人Ｒ配置を実現します。

２） 設備機器の点検について、 その一部を「株ま会社かいげつ」の組織 ・機能を活用 して １大１製化す

ることにより維持管ミコストを削減します。　　　　　　　　　・

・修繕に篥する費Ｊ；目低減を実現

１） 日常のｌミ・運営の中で、 維持管９１業務担当者、清掃員等が気づいた建物のぞ具合や破損４は、

ただちに事務室に集約され、現場に勤務する維持管ミ業務担当者で対処できるものについては

ただちに修繕等を行います。

２） 専門業者の手Ｅが必要な修繕について、 即対応の必要なものは、ただち に専門業者へ連絡 し、

修ミする事で二ま災害の防止、 劣４ヒの抑制を回 ります。　ＲＩ］対応の必までない修繕については、

１１年度な降の修繕計回のｌ，直しをｆｉい、修繕工事に係る費目の低減を回ります。

・各種設備の長寿命化

１） 予■保ｔをあ本としたさ設備の定期 白１ なぬ検による こＦ具合の早期ｌｊｌ ・萼将Ｍ応に努めます。

劣４ヒの・５・を ｉｌ能な・り ａくする ことで、 各ａ備の長寿命ｔａび修繕 ・更新費の縮減を回りま

す。

２） 設備機器の運転使 Ｊｉｌ量をデータ ・ｆ ヒ・ 蓄積し、 次年度な降の設備管ミに役まてます。

蓄積したデータを前年度や前Ｊ≡ｌ 度のＥａ値等と１七較をむうこ とで定量 ＭＩな検証結果を導きｌし、

Ｘ常個所や劣４ヒ等の１！期Ｓｊ１につなげ、予防保をを実ＥＩします。

・Ｌｃｃ （ライフサイクルコス ト） の削減

１） 各種 日常 点検結果の検証により 、予防保・を基本とした必Ｓに Ｊ芯 じて 日常 白４］な修１１・ 保・を施

し、 施設機能の維持・ 『ａ』上を回るとともに、 長寿命化を回 り長期白４１な修繕費を抑制します。

２） 施ａ管ミ台帳に手管ＥＥＩデータや故障・更新ａＥをＥ載 一管ｌｌ し、 ｍ４犬をｊ析し定期白４Ｊ に業務れ

圃や修繕Ｓ十回の１．直しをぞｉうことでａ備のＸ常やａ障を未然に防ぎ、 生ミに：ヨ１るＬｃｃを抑えま

す。

Ｐ４０
株式会社かいげつ　　 ３８



様式第６号

（４）外 委託 こかかるｉｌｉ　 注　Ｘ

外部委託に関 しては本施設の特性を踏まえ、 南あわじ市｜ヌ９企業 のｊ舌月ｌｌ 、備

品・消耗品の調達に努めます。 また、施設や設備の修繕に関しても南あわじ

市内の業者を最優先とし依頼してまいります。

（５）上Ｅａタ１，で特別にＥ　る

特にございません。

Ｐ４１
株式会社かいげつ　　 ３９
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Ｖｎ。自 ま事業に関する事項

自生事業に関 しま して は、 現在行なっており ます飲食 ・物販事業を継統 一強

化してまいり ます。また、 平成３１ 年３ Ｊｉ に飲食事業において子供を遊ばせられ

るキッススペースを併設するカフェレストラン「親子カフェＷＡＣＯＣＯ」 をオープン

しました。コロナ禍において飲食提供が困難となり、 一時営業を中止しておりま

したが、 お子様「ｉｌｉ」 け大型遊具施設「キッスパークＷＡＣＯＣＯ」と して運営方法を

変１１し現在ａ営中です。

キッススペースを併設するカフェレストラン
Ｌ

■童福祉に力を入れている南あわじ市には子育て世代が多い為、親子で楽し

むことができ、ママ友などのコミュニティーの場としてキッススペースを併設す

るＺ浴施設と して運営 します。 さんゆ～館の活性化やａ営 目的のーつである

１：世イｔ間のコミュニティーセンターとしての役割を果たすことを目指しておりま

す。

キッススライダー

幼児用エ リア

カウ ンタースペース

Ｐ４２

賤ｉ２ｔ１９ｔ

χ・ＳＳであそべる

ぷぺ、
ｔヽ ぶこＪｊ

●９ てＳ子● ｔｌ 守れる

ｂ

席か らキ ッスパー クが見えて安心
ｌあ ６ａタア●Ｉ ｒａ Ａゆ ～ｌ ｊは 、ｌ いｌ ｇｓ ｌやｆｉ－デソーンｆＳり 、ＸＳｌａｌＪｓこ１１１べるｌ・ リゾ

ー１ｊです． こ・・、 Ｉ肖ＩＳＳＩ．て・みでいｔＺｌａ・ＳＸ４ツＸ４－クｒＷ〃０１０－りコ－ｌ ｌオ ー〃Ｉ

Ｘ角 で－ Ｃａべて 、ｌ ｓＳＳ・ｌｌ にＩ Ｓ・ か６ ・争●を １１ れて Ｓ桑で・ ．ｆｇａ・も く１ １Ｍ ＩＩ

”・ ●　 －Ｉ －　　 －・ ・“ －・　 Ｉ　 ：｀ １畄 ●Ｉ Ｓ４ ・－ ｌｊ

．・．，・， ．Ｚ ＡＷｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．９ｙＺａよｌ．－フツＺＳ９・ｌ四

ｊ……ｌ；‘苓召‘；・祠Ｆｅ ぶ， ｉ・ＩＲＦ　－ｉｉｉ；；ｉＺ
，・ こ： ・’ ．　 Ｓ● Ｓ～－　 ●・ ・・　Ｓ　 ７　　 ●● ｜－ －　 ・ｓＳ稠てジ・レ ヤ！ｊｒご「」

一一

ｉぶと。ｊ３ こぶぶご：－ヽ゛）ｓｚｓｓ１ヨ１．１１１１，１ｓｒ，一一・。り

株５Ｅｔ会社かいげつ　　 ４０
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ＶＩＩ． 自・事業 こ関する事項

地産地消の魅力白４Ｊなレストラン作り

健康増ｌｌ施設で、多様なニーズにＪ心えることのできるメニューラインナップをり ｜き続き提案してまいります。 今き、

さらに観光客やｔ域住Ｒを問わず禾ｌｊ ＪＩ客が食事を目 白４Ｊとして訪れたいとａうように、メニューのラインナップを吏１

的に見直し、 提案してまいります。 レギュラーメニューはもちろん、回季折なの食材へのこだわりを全：面に肖１しｉし

た季節限定のメニューをＪヨ目意し、リ ヒーターのお客様を飽きさせないようにします。

例） レギュラーメニュー： とんかつ定食、からあ げ定食、 ロコ モコ丼など

季節限定メニュー ：カキフライ定食、カレーうどん、 冷やしうどん など

髻　１

ロコモコ丼　　　　　　　　　　　　　カレーうどん　　　　　　　　　　　　さんゆ～館フードコート

物販コーナーでの商品販売

旅館や、 ホテル、 Ｅ脱在管ミａ営を行なっている南あわじ市指定管ミ施設のさんゆ～館ｊａぴゆ一ぷるのａ浴施ま

で培った売れ筋商呂の選択や商呂展示のノウハウをほかしてモＪＩ き続き、 特産農産物・ 加工品、 または、 おａ呂グッ

ズやお子様が喜ぶおもちや類などをほ売します。

特産農産物などは、ｔうｉの農家さんから直接仕入れ、規格外や傷などがある２等品をほ売することで農家さんに

とっては市場に出 回らない農産物が手ｌｊ益となり、 お客様にとっては新鮮なＲ菜が安価で手に入るなど、 双方にとっ

て有Ｅａな関係性を構築します。

Ｌ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
ｊ
ｌ

Ｐ４３
株５Ｅｔ会社かいげつ　　 ４１



様ｉｔ第６号

ＶＩＩ【 ．申 請者の経営基盤

（１ ）財務諸表　による経゛’１分析

海ＪＥＩ 館グループは淡路氈を ｑコ むに、飲食業 ・タクシー業 ・アミューズメン ト業など

様４な観光ビジネスを展開する洲本観光グループのを回的な協力が約束されてお

り． 人一 物・ 金のすべての ｉｉで、 Ｓ１在の事業規模な上のビジネスリソースをｇＪｌｌす

るこ とが７ｉ］・能です．

財務面では、 借入金のほぽ全てがグループ関係会社からであり、金 。ｙ

借り入れはございませんｏ その為、 一一 こ　　　　　　 をぞｉなっており 、ｔ融機関な

゛からは非常に高い評価をいただいております。

また、海Ｊｉｌ館グループは、 指定管３１施設を除いたａ営施設のすべてが経営破綻し

た施鼈のｉｌｌｉ 生、 ぞ採算の事業：Ｆｌｉｔであり、地方債光施設の・：ＩＥを　門に行なって

いる会社です。Ｅ睨時ぬではすべての施ａの」４又ａ４ヒに成加しております。

創業 より １１ 年で売上 高４８億 ＰＩ 、コ ロナ禍も黒字経営を続け前年度 は３ ７億 ＦＩ の売 上となり

ました。

Ｅ扈在はほ存事業に加え派・事業にも力を入れており 、マリンレジャー事業、ウェブコンサル

。インク事業 、ホテルシステム開タ１事 業、 通信販売事業なども手掛けてお ります。

グループ売上高推移

゜５ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４８　Ｊ
Ｓ

４２
４０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　３７ ・　Ｓ

ｚ　　　　　　　４

３０

２０

２
一

９
ｇ

０ －　 －　 －　 一　 一　 －　 一　 一　 －　 一　　　一

２００９　 ２０ へ０　 ２０ １１　 ２０ １２　 ２０ １３　 ２０ １４　 ２０ １５　 ２０ １６　 ２０ １７　 ２０ １８　 ２０ １９　 ２０２０　 ２０２１

Ｐ４４ 株式会社かいげつ　　 ４２



様ｊＥｔ第６ｇ

（２）　　　　　　　　 らの支

海Ｊ≡ｌ 館グループは洲本観光グループの旅館ホテル部門の中枢であり 、　 ごｌ

グループのを■的なバックアップが確約されている体鼈があります。

さら にｔｉ； の金融機関、 ＥＪ＝Ｆ住友銀行 ・淡路信ＪＩ 金庫 ・淡陽信 ＪＩＩ組合と良好なミ

ｇｌ があり、 支援体制は万をであります。

（３）上Ｅａ夕１，で特ｌに

特にございません。

Ｐ４５
株式会社かいげつ　　 ４３



様ま第６９

株ま会社かいげつ ４４

ＩＸ：ミ人情報ｌ、び情報・ａ開に関する事・

（１ ）個人　報の保ｒに関する　休白！ｌなミ組み

南あわじ市の情報タ・ ＲＩ 、個人情報保護制度や条例などをまでＦ し、 弊社の基準において
さんゆ～館のｌミヨ１営を通じて得られる個人情報Ｒび情報む回に対して適りＪに対丿心 していき

ます。

＜個人情報に関するあ本力針｀ン
・基本事項

ｇ人情報の保護のＸＳ性を認識し、 管３１業務の実施に当 たっては。南あわじ市個人情報保護
条例を遵守し、個人の権１ミ｜』・ １ミ｜」 さを侵害することの１大ｌ 容、 管ミ業務にかかる個人情報を適ｉＥに
：日又り 扱う。

・Ｍ密の保持
管ミ業務にてお１ りえた個人情報の ｜メｉｌ 容をみだりに他人にま口らせ、 またはぞ当な目ＭＪにｌｊ Ｊｉｌし
ない。

・ＩＩ又得の制限
管ＪＩ業務を行うためにイ回】 人情報を習得するときは、 きｉ 該事務の 目白りをま成するために必要な
範回で、 適りＪかつＱ手な手ａにより習得する
・適 ：ｉＥ管 ＥＩ

管ＩＩ業務にかかる個人情報の■洩、損央またはき損の防止、 その他の 肖該個人情報の・なＪ
な管ミのために必要な措置を講じる。

一目 的外禾｜』■ ｊ、ぴ提供の禁止
管ミ業務にかかる個人情報を当該管ミ業務な外の 目ｍこ自 ら禾｜Ｊ ＪＩ し、 または第Ｅ者に提供し
ない。

・複写または複製の禁止
管ミ業務を処ミ１するため にｌｊＪＩ者から り｜ き渡された個人情報がＥ録された資料等を複ｇ、複
製し、またはこれらに類する行為をしない。
一再委託の禁止
管ミ１業務を行うための個人情報の処ミは自 ら行うものとし、 第Ｅ。者にその処ＪＩを委託し、また
はこれに類する行為をしない。
・資料等のａａ等
管Ｅｅ業務をぞｉ・うために南あわじ市から ｇｌ き渡され、または 自らが習得し、もしくは搾成した個人
情報がＥ録された資料等は、管ＥＥＩ業務完了後ただちに南あわじ市にａａし、 またはり｜き渡す。

・従業員へのＪｉｌタミロ
管ミ業務に従事する者に対し、 在職中およびａ職者においても当該管ミ業務に関してタミロりえ

た個情報のｌ大｜ 容をみだりに他人に加らせ、または；；Ｆ肖な目 ＭＪ にｉミｌＪＪ１１ してはならないことなど、
当該管ミ業務にかかるイ回人情報の保護に関して必Ｒな事項を・加させる。
一実地調査の受け入れ
管ミ業務にかかる個人情報の適：ＥＥなＪＩ又り扱いを確保するため、 南あわじ市が当該個人情報の
取り扱いの状況について実地に調査するときはこれを拒み、妨げ、 またはＳ避しない。

一事ａｊき生時における報告
この特Ｅ事工回に違ｌｉする事態が・じ、または生じるｉ５れのあることをま口ったときは、 速やかに
南あわじ市に報告し、 南あわじ市の指示に従う。

Ｐ４６



様５ｔＳ６ｇ

（２）¶・ａ　に関する
‥一一一一

南あわじ市情報む開条例施ぞｉ規只｜』を遵守し、１１！速で適ちｌｊながＪ芯を行・います。

なお、直接請求Ｒ求があったときは、早急に担当部署べの連絡を行い、 指示通り

の対応をします。

また請求Ｓ求者にたい して は、 「む文書開示請求」の請求方法と担 当部眉・をお知

らせし、 下記 ｜ヌｌ容はむ開できないことを説回します。

＜例外事項ン

・個人に戛する情報であって、 Ｒ４５、 ・年Ｊ１ 日等により特定の個人をＳ識することができるもの、 または特定の個人をｉ

ＳＩ』することはできないが、 個人の権利ｌｊ益を侵害する５れがあるもの

一法人その他の回体にＭする情報、 また は事業を乞む個人の苞該事業にＭする情報であっ て、 法人篶又 は｛回大の権

１｝ 、競争上の覓位その他ｉＥ当な５ＦＩ」 さを害する・れのあるもの

・法令等の規定により 、むにすることができないもの

・ｉ！罪の予 防、 その他の １１共のまをと秩序の維持に支障をａぼすａれがあるもの

・市の機関、 国． セのｔ力分社回体の１大１部、 またはキ目：！ｉ間における審議、 検討、または教示に関する情報で、 率直な．

見の交換、も しく は意Ｓ決定の 串ｌｌ性がぞ当に損なわれる５れ、 フＦ 肖に市Ｒの間 にＳ乱を生じるおそれ、または特定

の者に：Ｆ当にｌｊ益を与え、 もしくは＝Ｆ禾Ｉ」益を；ａぽす５れのあるもの

・市の機関、 ｍ、 他のｊき方むＪｔ回が行う事業に関する情報であって、事務または事業の性質上、薀`１Ｅなきｆｉに参加を

ぽすおそれのあるもの

（３）上記以外 ・七 で池：

特にございません。

Ｐ４７ 株５Ｅｔ会社かいげつ　　 ４５



様式第６号

Ｘ．その他に関する事項

（１ ）ま報活　｜こ！！す？ＩＬ Ｊ；ａ’ｌなＳＳみ
広報活動に関しては、 弊社が得意としているＳＮＳでの情報発信はもちろんのこと

１ｔｌ！ ｉ；の情報誌や観光情報誌への掲載、また、 グループ施設での広報もｌ１き続き行
１

なってまいります。

①紙面やメディアをｌｌＪｉ目 してので報Ｓ

地域の方に対するＪＩ又り組みを４］むに、 施設でのチラシ配布・ 折り２ｓみ広告・ぶ

らっと淡路　などの地 ｊｉ；情報誌など紙は体での情報きき、 ｔｊｉ；情報き組やケーブ

ルテ レビなどの地域メディアを通じた情報き信を同時 に；ほい 、情報格差をなくす努

力を行います。

さんゆ～館・ゆーぷる合回チラシ

こＪ ｉ……ｔ －－４
－

でご
ＳりＩ－　－。２９１ｓ，２８．ａ　　　　　　´１４９１１Ｓｉ　ｉｉｌＺｔ

価と　Ｅご２・・裲ｊｓｉａ－、
１．５ぶここ亠： ミＥｈ聊ａｋ

ぶらっと淡路

Ｐ４８ 株５Ｅｔ台社かいげつ　　 ４６
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様ｉｔ第６９

②ｓＮｓなどをｌｅｌｌＪｉ回 した　ｌＳａ

情報発信ｊｔが特定されるｓＮｓでの情報ｊｌ又集というのが世界的に標準イヒしてきて

おります。弊社はフェイスブックやツイッター、 インスタグラムなどのｓＮｓを活ｊｌモ１した

話題作り 、情報タｉ信も得ｔとしており 、自 施設のＰＲのみならずｊｉ域のイベント ・観

光情報などの発信を行ってまいりました。ｇ ｌき続き多くの方へ有益な情報を発信し

ていきます。

＜ＳＮＳを活用したＰＲＺＩドン

ＥＥねぎ海くんｖｓ桜鯛の １１ くん 淡路島観光１ｔ！！Ｐ Ｒマラソンガ決

ゆるギャラを活ＪＩし、淡路島内の観光地を１かＪＥＩに渡り、紹介をする企画を実施する。

ホテルヨｉ営を通じて繋がったタレントや芸人、 スポーツＳ手などの協力も得て、１：ｌに情報ｊｌｍを行う。

自社ブロ グをＳＮ Ｓとま携、龝、域の情報Ｓ信のメディア として活丿目 する ことで。

施設利用者の集客だけに留まらず、 エリア自 体の魅力 「白」上、集客アップを図っている

Ｑ５Ｅｔ ＬＩＮＥのｇＳでリピーター獲得ａびイベン トの情報Ｓ信を実施

ｌｎ ｓｔａｇｒａｍのｇＪｉｌ により幅広い年齢層の顧客獲得、ｊｔ！！域情報のＳ信を行う

（海 ｊｌ 館グループ（海ＪＩＩ 館Ｊアカ ウントフォロ ワー約８０００人実績）

＜Ｆａｃｅｂｏｏｋでの愃報発４の一例ン

１１ ＝ぞｌａ ・ｆ

く 閠あわじ クア ａ１Ｘ　 さんゆ～Ｓ

９－

ｑ

ＳＳ　 Ｘすデータ　　 Ｓ皿 －　 メンション

Ｓあｂｘ５りｙ１５ｋ　２ｋゆ～ｔ　　　　　 ”‘

５９ ２７ ９　 。４

さん ゆ－ Ｓでず！

いつもありがとうございＺず

いよいよ｜男日、 リニューアルオープンです

ーください１

犲塒ａｉねじＳＳＳあわじＺｌｉｉＳあわじクノＳＳＳａん

ゆ～ＳＳＷＡＣＯ、Ｏｆ７ ｇｉＪＩぴスポッ トＳま自Ｓぴ襟リニ

ューアルｌｌポールフールｓＺＳこーと ４１ｆぺ９Ｓ

ざ゜ こ４ＳａＳｙ ２． ５こごてＷエｉａこ－７Ｓ大ａ３５　ｔこ４一手で’哩まＴ ‾　　 ＳＳｔ・Ｓ

ｅ７ ７　　　　　　　　　　　　　　 シェ ア４９

乙タ　 ‘社　　 Ｊ‾７‾　　 ラＦ　　 ．ｙ
‾こ　 こ　 ｀こ　こ　こ

＜ｌｎｓｔａｇｒａｍでのｔこ報発仁の一例ン

１１Ｚ４６ダ

゛
キ

Ｐ４９

マ＝

□

Ｅこ’ｌ ．ｉ

株ま会社かいげつ　　 ４７

０７

ＺＩ Ｚ｀ いＸｈｈｔｔｐ：ｇｗｗｗｗ．　 Ｓ２４人

ｒｉｌｌＳＳｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．んゆー－ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．。
さーんＩ ＳＳさん９さんあ りがとう ございますＩ

Ｓｇ］あねじ ｒｉｉＳａ；むＳＳ齢こ１泉Ｓイングラ ンドのＥ ＳＥＳ
Ｓ東ＺＳ ４さ んＩＳｙ－Ｓ ＳＢ Ｓり Ｓｎぞｉ ｇＺ７Ｚｉがこｙ ａｌｉＳ
Ｓ

ＭＩ ・ｒ°

Ｑ
－

ｑ ９　 白　ｅ
～



様ｊＥｔ第６号

（２）リスクヘの対応

仕様書の施設責イＥＥ分担表ならびに施設リスク分担表に合ｔしたうえで協定書

が作成されます。 芭社では協定書に回Ｅされたｌ大１容に対するチェックリストを作

成してお り、 南あわじ市にモニタリングを実施していただき、 改善点等を恊議した

うえで次期に臨みたいと考えています。 特にｊｌ要と児、われるリスク分担につい

て、 考え方を記しておきます。

ＪＦ ｉｌ抗力

自然災害や大規模テロ の：素生による損害など、 指定管３１者、自 治体双方とも管ＩＩ＝Ｆｉｉｌ’能なリスクについて は・ｇＪｔ側

が負うことが一般的です。 しか し、 どの ような場合を ；；Ｆｉｌ抗力とするか判断が難しい場合もあり 、また、 指定管１１者が

通常備えるべき事ａを怠ったために被害が拡大した場合などもあるため 、協ｉ時に明確に しておきたく考えてお りま

す。

損害賠償貴ぞＥ

損害賠償については、 あ本きこはその事包をｔ生したものが責ｆＥＥを負うことになります。 しかしながら、その帰責事

白の特定が困難な場きがあ り、 所有者である市は、国家賠償ま第１ 条。 第２条により第Ｅ者の損害に対して責イＥＥを

負う こと、また指定管ミ者はＲま第６４４条により善管さ意義務が課せられるなど、 責任範囲が確定するまで相肖の

時間がかかることも考えられます。

施設設備の修繕

施設の維持管ミに関するリスクについて、大規模なものは自治体が負担 し、 小規模なものは指定管ミ１者が９ヽ担する

ことが一般ＭＪです。 また、施設の構造やａ備の種類、築年数等によってもリスクが叉なりますので、 さんゆ～館の特

性にＪむじたリスク分担を協議したいと考えています。

Ｔ情報管ＪＩ

情報管ＳＩに関するリスク は、 自治体の定める条例を遵守して管Ｉｌａ営を行う指定管ミ者が負います。

ツモニタリング

指定管Ｅ・者は仕様書の施設責ぞＥ分担表ならびに施設リスク分担表に合意したうえで作成された協定書に明Ｅされた

ｌ大｜容に対するチェックリス トを作成しており 、セルフモニタリングを行い、 その結果を南あわじ市に提出します。

モニタリングの結果、 指定管ミ１者の管ＩＩそｔ行が仕様書や事業計回等に定めた水準に達してないと牛り 断される場合

は、 南あわじ市はｉ社に対して改善勧告を行うことができます。

ｉ社は改善勧告を受け、早急に次のような対応を実施します。

・業務改善ａび水準達成のための方策の検討

・業務改善計回の作成一提出・実行

Ｐ５０ 株攷会社かいげつ　　 ４８



様嗔．第６ｇ

（３） ゛Ｉ二畆１

１＝回定ＩＪＩきとして、　 ｌ　 魅力をＳＪｉｌして　 客を行っていく上で。

‾　 ｙは必須であると考えております。

Ｅ睨在参加しております　　　　　　　　　 加し、近隣ｊき域の関係機関との

連携をさらに強４ヒし、様４なＳで南あわじ市の観光振興に寄与いたします。

特にうずしお世界遺産を録や、 うずしお観潮、人Ｓ浄瑠璃にＭしては観光誘

致に関する今後の地域活動やまつり のＰＲにはを面的な協力をし、 相五の手ｌｊ

益を得られるようｇ力したいと考えております。

ｊｉ域のイベントや祭りへの積極参加

スタッフは１：面的に協力し、 社内から常に誰かが参加するように図ります。

地域振Ｒのために施設が心Ｒな場合 は。 優先的に施設を使ｍしていただき、 イベントや祭りの成功

に役ｌｌてるように協力します。必Ｘであれば協賛なども積極に行います。

ボランティア活動など地域活動への参加

さんゆ～館｜大ｌを美しく保つことはｉ然のこと、さんゆ～館の景観を大事にし、Ｓｍ地域のの清掃ほ動
Ｊ

も自 生的に行 います。

各種回体との連携協働

南あわじ市の各種回体との連携協働を進めます。 「南あわじ市」「施設１１１者（ｔ域住Ｒ）」

「施設運営者 」「 関係回体」４者氛益の考えのもと南あわ じ市全体の振興に寄与いた します。

Ｐ５１ 株７ｉＥｔ会社かいげっ　　 ４９



様式第６号

（４）ｊＪｌｊ４１，・１祷ＳにＥ する

将来の　 価上昇について

収支計画を提ｉしてお りますが、将来の物価上雅一については予Ｓするのがｌ

難であり 、Ｒ４年度の実績を前提に計画 して おり ます。

指定管Ｅ１４年間の間に、 世界白４Ｊに発生してる爆発的な物価高が素生した場合

は、 経営努力によりほ収できずに∃ｉ営１１又支竃綻がｊき生するｉ］’能性があります。

これまでの指定管ＪＩ期間におきましても、 想定外の重油や水道価格の上昇が

あった場合、 適宜、指定管ミ料の見直しを行って頂きました。

新型コロナウィルス蔓延ぷ降、 将来予測が非常に■難な状Ｓとなっております

ので、これまで同様に、；；ＦＩ回の事態に関しては、協議の上でご協力・ ご支援をお

願いします。

Ｐ５２

７

株５Ｅｔ会社かいげつ　　 ５０



（要ａ４ヌフそ）

項目

収
入

指定 管ｌｌ料

利用 料４又入

その他

自主事業収入

収入台計

人件費

消耗品費

Ｓ
ｍ
費

役
務
費支

出

施
ａ

ｔ
ミ
Ｒ

収

年度　ｍ００
５９，１ ７１

光熱水質

修繕費

その他

きイＥ回

む包料

新聞図書費

Ｒ険翦

喉、守点検

支　計　画　書
Ｒ６　　　 Ｒ７　　　 Ｒ８　　　 台計

３５，１００　 ３５ ，１００　 ３５ｊ００　 １４０，４００

６１，５３８　 ６３，３８４　 ６４，６５１　２４８，７４５

３，７３９　　 ３，７９６　　 ３， ８５２　　 ３，９０９　　１５，２９６

２２，７７４　 ２３，６８５　 ２４，１５９　 ２４，６４２　 ９５，２６１

１２０，７８４　 １２４， １１９　 １２６，４９６　 １２８，３０２　 ４９９，７０１

３３ ，５０３　 ３３，６７０　 ３３，８３９　 ３４，００８　１３５，０１９

６，６００　　 ６，６００　　 ６， ６０（）　 ６，６００　 ２６，４００

６０，３ １２　 ６０ ，９１５　 ６１，５２４　 ６２，１ ３９　２４４，８９０

１ｊ６５０　　 １，６５０　　 １，６５０　　 １， ６５０　　 ６，６００

０
　

０
　

６
　

０
　
　
　
　
１

３
　

８
　

１
　

０
　
　
　
　
４

３
　

８
　

２
　

１
　
　
　
　
３

３３０

８８０

２１６

１００

３４１

３３０

８８０

２１６

１００

３４１

３３０

８８０

２１６

１００

１，３２０

３，５２０

８６４

４００

３４１　　 １，３６４

偏ｉそ

使用料・ 手数料

その他　　　　　　　　４４００　　４４００　　４４００　　４４００　 １７ｚ６００
ｆ

自生事業費　　　　　１１，２７０　 １１ ，６０８　 １１ ，９５６　 １２，３ １５　 ４７，１４８

支出合計　　　　　１１９・６０１　１２０ｒ７１０　１２１，８３６　１２２，９７９　 ４８５，１２６

収支差額　　　　　。　 １， １８３　 ３，４０９　 ４，６６０　 ５，３２４　 １４，５７６

累計収支Ｓ　　　　　　 １， １８３　 ４，５９２　 ９， ２５ ２　 １４，５７６

【収入増に向けたミ祖み】
・新型コロナウィルスＳＭ前の水準にますべく， Ｓ染きが策のＳＥを４ｉいます。
・自主事業の収入の強化を回ります。

【経費縮減に向けたミ組み】
・Ｒ４年度の水準を維持しながら売上増を回 り， 相が○な支出割合を下げる計画としてお ります。
・やきの世ＷｒＪな物価上昇による効乗は予測することは困難であり， 加味しておりません。

（ｊｌＥ　へ　）単きは ｒ千Ｐ＝Ｘ』 ，会計年度は４Ｊ１１ 日からＸ年３ ＪＥ１３　１　日と します
（き ２） 『施ａｔミ費』に は。 『保守Ａ検』 ，Ｉ維持ｔミ費・ 業Ｓ・託Ｒ』 等を加入 して くだ さい
（・ ３） 『ａ務費Ｊに は。 『・信費』， ｒ■き料』， ｌ’手数料』 ．Ｕ’保険料』等 を加入し てく ださい
（迄。４）『指貨。管ミ料』については管ミ集票実施のＭ価と して指定管ｌｌ者が■ けなる額をＥ入し てく ださい
（ま ５） ４又まの各・目のｐｌ訳明細資料を湊Ｍ して ください

Ｐ５３



南あわじ クア施　 ｒさ ん９》～館丿

指定管ＩＩ業務に関する基　協定書

（案）

令和　 年　 ＪＥ１　日

Ｐ５４



南あわじ クア施設 「さ んゆ～館」

指定管ＩＩ業務に関する基拿協定書

南あわじ市（Ｍ下 「市」と いう 。） と株式台社かいげつ（以下 「指定管ミ者」と いう 。）

とは、南あわ じ市のむの施設である 『南あわ じク ア施設「さんゆ～館」 』（以下 「加ｉ設」

とい う。 ）の管理及び運営に関する業務 （Ｕ下「管理業務」という 。） について、南あわ

じ市むの施設に係る指定管ミ者の指定手続等に関する条例 （平成１ ７年南あわじ市条例第

２０６号、ぷ下「指定管理者条例」 とい う。 ）第７条の規定に基づき、 次のとおり基本的な

事］１について協定（功、下「基本協定」という。） を締結する。

第１ 章　総則

（趣旨）

第１ 条　 この基本協定は、 南あわじ市温脆施設条例（平成１９年南あわ じ市条例第３７９、

匐、下「温浴施設条例」と いう 。） 第へ ２条の規定により 指定管ミ者に指定された指定管

理者が行う施設の管理業務に関 し必要な事項を定める。

（む共性及び日間事業の趣旨の尊重）

第２条　指定管理者は、淫心施設条例第１条に規定する施設の設置目的に基づき、施設

の管理運営を ５・うことに対し、求められる公共性を十分にミ解し、その趣旨を尊重す

るものとする。

２　 市は、事業が民間事業者によっ て実施されるものであるこ とを十分理解 し、 対等な

立場に立 ってその趣旨を尊重するものとする。

ａ

（き親試実のほ則）

第３条　市Ｒび指定管ミ者は、 Ｈいに協力し、信義を重んじて協定を試実に履行しなけ

ればなら笥、い。
・

（ＪＥ目語の定義）

第４ 条　 この基本協定 において次の各号に掲げる目語の意義は、それぞれ当該各号に定

める とこ ろに よる。

（１ ）指定開始日　 指定管ミ者条例に定める指定期間の開始 日の こと をい う。

（２）指定管ミ料 ’市が指定管ミ者に対して支払う管ミ業務の実施に間する対価のこと

Ｐ５５



をい う。

（３）自主事業　第了条に規定した管理業務以外の業務で、指定管理者が自２の責任と費

ｍにおいてま施する業務のことをいう。

（４）提案書　施設の指定管ミ者の２募に あた り、 指定管ミ者が提ｌ した業務提案書の

こと をい う。

（５ ）不てＩＪ抗力　 天災 （加Ｓ、 ５串 ま、 ＳＳ、簟ｘｍ、Ｍ水、 異常降雨、土砂Ｍ壊等）、人

災（戦争、テロ、 扇動等）、法令変１１Ｒびその他市Ｒび指定管ヨ者の責めに帰すこ との

できない事Ｅｔヨ をい う。 なお、施ａｌ」用き数の増Ｍは、不可抗力に含まない ものとする。

（６）法令　すべての法律、Ｓ規、 条例Ｒびｍ規の手続きを経て２布された行政機関の

規程を言う。

（７）募集要項　さんゆ～館指定管ミ者募集要項のことをいう。

（８）募集Ｓ項等　募集要項、さんゆ～館指定管理仕様書（Ｍ下 「仕様書」という。）Ｒ

びそれらに係る質問回答のことをいう。

（９ ）利用料ＥＩ　施設の利ｍの対価として指定管ミ者に支払われる施設の利用料金のこ

’と をい う。

（管理物件）

第５条　指定管理者が管理する施設、物品等 （ぷ下「管ｌヨ物件」 という。 ）の対象は、別

表第ＩＲび仕様書に定める備品台帳によるものとする。

２　 指定管理者は、管ミ物件を ９１こ善良なる管Ｒ者のＩＥ意 をも って管理 しなけれぱなら

ない。

（指定期間）
ａ

第６条　市が指定管ミ者を指定管ミ者と して指定する期回は、 令れ］５ 年４Ｊ１ １日 から令５ＦＤ

９年３月３１ 日までとする。

（管ＩＩ業務の範回）

第７ 条　 指定管ヨきが行う 業務の範回は、温浴施設条例第 １２条の規定に基づき、 次`のと

おり とする。

（｜ ）施設の使用の許可Ｒび使用の制限に関する業務

（２）施設の維持管９及び運営に関する業務

（３）施設の使用者がその施設又は設備を損傷し、又は滅宍したときにおける損害賠償
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の手続きに関する業務

（４）前各号に掲げるもののほか、 市Ｒが必要と認める業務

２　 前項に掲げる業務の詳Ｍは、仕様書に定めるとお りとする。

（業務実施条件ミ）

第８ 条　指定管ミ者が管ＥＥＩ業ｇをま施するに当た って満たさなけれぱな らない条件は、

仕様書に示すとおりとする。

（管理業務の実施）・

第９ 条　指定管理者は、基本協 ｉ？、条例、 関係 Ｍｉ令等のほ か、 募集要：回等Ｒび提案書に

従って管ミ業務を実施するものとする。

２　 基本協定、募集要℡等Ｒび提案書の開に矛盾、食い違い等がある場合は、基本協定、

募集要項等、 提案書の ｊｌ ｌ回にその解ＩＲが優宍されるものとする。

３　 前項の規定にかかわらず、 提案書にて仕様書を上回る水準が提案されている場合は、

提案書に示された水準によるものとする。

（開業準備）

第１ ０条　指定管９者は、指定開始日 に先立ち 、管ミ業Ｓの実施に悒ヽ 要な資格者Ｒび人材
１

を確保し、む要な研修等を行わなけれぱならない。

２　 指示Ｗヨ者は、必Ｓと認める場台には、 ｍ・９ａ台日に先ｙＺち、 市に対して施ａの視

察をＥＩヨし出ることができるものとする。

３　 市は、指定管ヨ者から前Ｉ戛の ＥＩ∃ｉを受けた場合は、 合ヨ的鴛ミＥＩヨ のある場台を除い

てそのＥｔヨ 出に応じなけれぱなら ない。

（第Ｅ者による実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

第１ １条　指定管！Ｉ者 は、 事前に市の承諾を・けた場合、 管ミ業務の一部を第Ｅ者にき託

し、 又は請け負わせる ことができる。

２　 指定管理者が管理業務の一部を第Ｅ者に実施させる場合は、すぺて指定管理者の員

任Ｒび費ｍにおいて？モｉ うものと し、 管ミ業務に関して指定管ｌｌ者が使ｍする第Ｅ者の

責めに帰すべき事由によりまじた損害Ｒび増加費目については、すぺて、指定管理者

の責めに帰すべき事由 によ り生 じた損害Ｒび増加 費ＪＥＩ呂ｌ とみなして、 指定管理者が負担

するものとする。

（施設の改修等で）
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第１ ２条　 施設Ｒび設備機器 （以下「施設設備等」 とい う。 ）の改造、増築、 移設、１件

あたり５０７ｊＰヨをａえると見；きまれる修繕については、 指定管ｌｌきが市と協議の上、市

が自己の費用 と責任において実施するものとする。なお、 前述する額には消費税、加方

５肖費税等を含むものとする。

２　 前項な外の修繕については、すべて指定管ミ者が自己の費用と責任においてＳ施す

るものと する。

（緊急時の対応）

第１ ３条　措ｔ期回申、 管Ｓ業務のま嵬に関まして事ａや災害等の・ａ事を匹生した場

合、 指定管理者は速やかに６要な措置を講じると とも に、 市を含む関係者に対して緊

急事態ｇ生の旨を通報 しなけれぱならない。

Ｊ

２　 事愬、等が素生したＳ台、 指定管理きは市と協力 して事ま等のＳｉｌ謂ミぬ にきｊたるもの

とする。
●

（個人情報の保護）

第１ ４条　指定管ミ者がＲ扱う個人情報については、南あわ じ市個人情報保護条例 （ｉｌＺ成

自

１７年南あわ じ市条例第１ ７号）の規定を凖回し、個人情報の漏洩、滅失又はき損の防

止その他保有する個人情報の適切な管９のために６要な措置を講じなけれぱならな

い。

２　 指定管理者又は管ミ業務の一部又はｔ部に従事する者は、 当該管ミ業務によ り知り

得た個人情報を他人に知らせ、 又は不当な目 的に使・ してはならない。

３　 前２ １１にかかる詳細については、 別記 へ「個人情報Ｒ扱特Ｅ事Ｉ回」 に規定する。

（管理業務にかかる情報の公開）

第１ ５条　施設の管ＥＩＩに おいて指定管理者がＲ扱う情報 につ いて、南あわ じ市情報２開条

Ｓ

例（：ｑｌＭ Ｉ了年南あわ じ市条例第１ ８ｇ）の趣旨にの っと り、 情報の２開に関してむ要

な措置を講するよ う努めなければな らな い。

第２章　備品の扱い

（市による備品の貸与）

第１ ６条　市が指７１２管Ｒ者に無償で貸与する備品（な下 「Ｉ ＵＩ備品」という 。） は、 仕様

書に記載するとおりとする。
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２　 指定管ミ者は、指定期間中、Ｉ 種備品を常に良好な状態に保つものとする。

３　 １種備品が経年劣化等によ り管理業務実施の用に覃、する こと ができな くな った掘

合、 指定管理者は必要に応 じて購入又は調達するものとする。

４　 指定管ミ者は、故意又はａ失により Ｉ種備品を毀損Ｍ失したときは、市とのＳ議に

より、む要に６じて市に対 しこれをがＳ又は自己の費ｌｉｌでｉ該物と同等の朷１能Ｒびほｊ

隨を有するものを購入又は調達 しな けれぱな らな い。

（指定管ミ者による備品の購入等）

第１ ７条　指定管ヨきが指定管ヨ料により 管ヨ業務実施のため購入又は調達したＩ 種備

ｎぷ外備品（以下、「 １１ 種備品」 という。 ）は、仕様書に記載するとおり とする。

２　 Ｈ種備ａが経年劣化等によ り管理業務実施の用に供するこ とができなく なっ た場

台、 指定管理者は、指定管ミ料によ り当該ＩＩ種備品を購入又は調達するものとする。

３　 指定管ミ者は、前２頂Ｒび前条に定めるもののほか、 指定管理者の任意により購入又
●

は謂達した備品（な下、「ｍＭＩ備品」 という。 ）は、仕様書に記載するとおり とし、管

ミ縢、務実施のために供することができるものとする。

（備品台帳による管ミ）

第１ ８条　指定Ｗミきは、Ｉ ・備品からｍａ備品のお類ごとに備品台帳を作ま し備品の管

理を行わなければならない。

２　 指定管ＩＩ者は、 使ＪＩ状Ｓを把握するため、年１回な上台帳と備品を突合するものとす

る。

３　 指定管Ｒ者は、市から備品台帳の提もを求められたときは、速やかに提ｍしなけれ

ばならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

第３章　業務実施に係る市の確認事項

（事Ｍ計自書）

第１ ９条　指定管ミ者は、毎年度市が指定する期日までに事業計回書を提Ｕｊ し、 市の確認

を９なければならない。

２　 市Ｒび指定管理者は、 事業計自害を変１１しよう とするときは、市と指定管ミ者の協

議により 決定するもの とす る。

（事業報告書）
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第２０条　指定管１１者は、 毎年度終了後、管ミ業Ｍに回し、市が指定する期日までに次の

各Ｘ回に示す事項を記載した事業報告書を提■し、市の確認を得な ければな らな い。

（１ ）管９業務の実施状ｉＲに関する事項

（２）施設の利用状況に関する事項

（３）料金収入の実績Ｒび管理経費等の収支状Ｓ等

（４）自主事業の実施状Ｒに関する事項

（５）前ｇに掲げるもののほか、市が指示する事Ｉ回

２　 指定管ヨヨ者 は、 市が第３５条から 第３７条の規定に基づいて年度途中 において指定管

理者に対する指定管理者の指定を取 り消 した場合には、市が指定する期 日までに当該

年度の１該日 までの間の事業報告書を提■しなけれぱならない。

３　 指定管理者は、毎月終了後、管理業務に関し、市が指定する期日までに次の各項に

示す事項を記載したＪ目まＳ告書を提出 し、 市の確認を得なけれぱならない。

（１ ）管ヨ業務の実施伏ｉＲに関する事項

（２）施設の１』用状Ｒに関する事項

（３）料金収入の状況等

（４）前号に掲げるもののほか、市が指示する事Ｉ回

４　 市は、必Ｓがある と認める とき は、 事業報告書の ｐ！ｉ］ 容又はそれに回連する事項につ

いて、指定管理者に対 して報告書又 は口 頭による説明 を求める ことがで きる もの とす

る。

（業務実施吠２の確認と改善勧告）

第２１条　市は、事業報告書の確認のほか、指定管Ｒ者による業ｇ実施状Ｓを確認するこ

とを目的として、 随時、管Ｓ物件へ立ち入る ことができる。ま た、 市は、指定管理者

に対 して管理業務の実施状況や管理業務に係る管理経費等の収支伏Ｓ等について説明

を求めることができる。

２　 指定管理者は、市から 前項の串 出を受けた場合は、合理的なＥＥＩ 由がある場合を除い

てそのＥＩヨ 出に疝じなければなら 砥、い。

３　 前条Ｒび本条第１ 項による確Ｓの結果、 指定管ヨ者による業務実施が仕様書等、市

が示した条件を満たしていない場台は、 市は指定管ＥＩ？きに対して業務の改善を勧告す

るものと する。
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４　 指定管ｍヨ者 は、 前項に定める改善勧告を受けた場合は、 速やかにそれに衂 じなけれ

ばならない。

第４章　ｌｉ定管Ｓ料ａび■■料金

（指定管ヨ？料の支払い）

第２２条　 市は、管ヨ業務実施の対価 としで、 指定管Ｓきに対して１ 年間あた り金

３５，１ ００千ＦＩヨ （４ 年間合計金１ ４０，４００干ＦＥＩ 、消費税Ｒび地方消費税を含む。） を支払

うものとする。

２　 加］１の対価 は、 指示管ヨきの請求 によ り毎年４ 回（ ４Ｊ目、 了丿目、 へ０Ｊ目 Ｒび翌年 ＩＪ目）

の分割にて支払うものとする。

（指定管ヨ料の変１１）

第２３条　指定管ヨ料の額を変更すべき特別な事情が生 じた場合、その都度、 市指定管ミ

者協議の上、 定めるものとする。

「１」用料金収入のＲ扱い）

第２４条　指定管ヨ者は、施設に係る１Ｊｍ料金を当該指定管ｍｌ者の収入と して、収９する。

（利用料金の決定）

第２５条　利ＪＥ目 料金は、 指定管ｌｌ者が、 温Ｓ施設条例に規定する１』用料金の範囲内におい

て定めるものとする。 ただし、 その決ｔＲびａ・については奉加に市の篳諾を受ける

ものとし、必要に応じて市と指定管ミ者の協議をｉモｉう ものとする。

第５ 章　損害賠償ａび；ＦＩＩＩ抗力

（損害賠償等）

第２６条　指定管理者は、故意又はａ失により 管ミ物件を損傷し、又は滅失したと きは、

それによ って生じた損害を市に賠償 しなけれぱな らな い。 ただ し、 市が特ＳＵの事情が

ある と認めた とき は、 市は、その全部又は一部を免除する ことがで きるもの とす る。

（第Ｅ者への賠償）

第２７条　管理業務の実施において、 指万？管ミ者に帰すべき奉Ｅｔヨにより 第五回に損害が生

’じた場合、 指定管理者はその損害を賠償しなけれぱなら ない。ただし、その損密か市

の責めに帰すぺき事由又は市指定管理者ヌ又方の責め に帰すこ とができない事由 による

場合は、 その限りではない。
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２　 市は、指定管理者の責めに帰すべき 事ＥＩヨ によ り発生した損害について第Ｅ者に対し

て賠償した場合、 指定管ミ者に対して、 賠償 した金額及びその他賠償に伴い発生 した

費用を求償するこ とができるものとする。

（保険）

第２８条　管理業務の実施にあた り、 指定管９者が加入 しなければな らな い保険又は保険

料を支払わなけれぱならない保険は仕様書に規定するとおりとする。

（不可抗力発生時の対応）

第２９条　：ぞ肖Ｉ抗力が素生した場台、 指ｘｉ２管ヨ者は、不ＩＪ抗力の影響を帰一期に除去すべく

９急に対応措置を とり 、不ＩＪ抗力 によ り発生する損害・ 損失及び増加費ｍ を最小限に

するよう努力 しなければならない。

（不９抗力によって発ＩＥ した費用等の負担）

第３０条　 不肖ＪＩ六力 の宍１生に皿してｍ定Ｗ・きに損害 ・損央や増加費目が９生した場

合、 指定管ミ者は、そのｒメＳａ容や程度の詳細を記載した霾ｉｍを持 って市に通タミ［］するもの

とする。

２　 市は、前項の通タミ【】を９けＲつ た場台、 損害恨阯の確認を行っ た上で市と指定管９者

の協議を １モｊｌ い、 不ＩＪ抗力の判定や費用負担等を決定するものと する。

３　 不可抗力のＲ生に起因 して指定管理者に損害 ・損央や増加 費Ｊｉｌ が発生した場合、当

該費用については合理性の認め られる範囲で市が負担するもの とする。 なお、指定管

理者が加入した保険により 補てんされた金額相１分については、市の負担に含まない

ものとする。

４　 不可Ｉ抗力の発生に起因して市に損害・ 損失や増加費用が発生 した場合、当該費目に

ついては市が負担するものとする。

（不９抗力による一部の業務実施の免除）

第３ １条　前条第２項に定める協議のＭ果、不可抗力の発生によ り管理業務の一部の実施

ができなくなったと認められた場合、指定管ｌｌ者は不肖Ｉ抗力により影響を９ける限度

において基本協定に定める義務を免れるものとする。

２　 指定管９きが不ｉｌｌ抗力によ りま務の一回を実施できなかっ たＳ台、 市は、ｍＺｉこＷＩＩ

きとの協議の上、 指ｔ管ヨきが当該鶚Ｓを喪鳬できなかっ たこ とにより・れた費目２

を指定管理料から減額できるものとする。
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１６ 章　指定期間の満了

（Ｍ務の ５１継ぎ等）

第３２条　指定管ミ者は、基本協定の終了に際し、 市又は市が指定するものに対し、管理

業務のＳ Ｉ継ぎ等 を１モｉわなければな ら指、い。

２　 市は、悒、要と認める場合には、基本協定の終了に先立ち、指定管ミ者に対 して市又

は市が指定するものによる施設の視察を串し出ることができるものとする。

３　 指定管理者は、市から前項の申出を受けた場合は、合理的なミ由のある場合を除い

てその串出に疝じなければならない。

（耆、伏ぽ帰義務）

第３３条　指定管ミ者は、基本協定の終了まで に、 指定開始日を基準として管理物件を屈

状に回復 し、 市に対して管ミ物件を明け渡さ尽、ければならない。

２　 前項の規定にかかわらず、 市が認めた場合には、 指定管理者は管理物件の原状回復

は行わすに、 ｍ途市が定める伏態で市に対して管ミ物件を明け渡すことができるもの

とする。

（備品等のＲ扱い）

第３４条　基本協定の癲。了に際 し、 備品等の扱いについては、 ｀尓、のとおりとする。

（１ ）指定管ミ者が指定管ミ料により購入したＩ 種備ｎ等ＲびＨ４備品等については、

市又は市が指定するものに対して引き維がなければならない。

（２）ｍ種備品等については、 原則として指定管ミ者が自己の責任と費Ｊ≡目で撤去 ・撤収

するものとする。 ただ し、 市と指定管理者の協議において両者が台意した場合、 指定

管ミ者は、市又は市が指定するものに対して５１ き継ぐことができるものとする。

第了章　指定期間満了ぷ前の指定のＲり消し

（市による指定のＲり消し）

第３５条　市は、指定管ミ者が 勿`、の各ぢのいすれかに該当すると認めるときは、その指定

をＲり１ し、 又は期間を定めて管ミ業務の全部若 しく は一部の停止を命することがで

きるものとする。

（ｎ　 業務に際 し不ｍ５為があっ たとき

（２）市に対し虚偽の報告をし、又はｍ当な理Ｅｔヨ なく報告等を拒んだとき
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（３ ）指定管９きが基本協定内容を自１モｉせす、又はこれら に違縦したとき

（４）自 らの責めに帰すべき事 ＥＩヨにより 指定管ミ者か ら基本協定締結の解除の申 Ｕｊ があ

った とき

（５ ）その他、市が必要と認めるとき

２　 市は、前項に基づいて指定のＲり消しを５おうとする際には、 事前にその旨を指定

管ミ音にａ知 した上で、次の事項について指定管ミきと協議を５わなければならない。

（１ ）指定Ｒり消しの理由

（２）指定管ミ者による改善策の提示と指定Ｒり 消しまでの猶予期間の設定

（３）その他必要な事項

３　 第へ １１、の規定により指定をＲり消し、又は期間を定めて管ミ業務の全部若しくは一

部の停止を命じた場合において、指定管ミ者に損害・ 損失や増加費用がまじても、市

はその賠償の責めを負わない。

（指定管ミ者による指定のＲり 消しの申■）

第３６条　ｍ定管ミ者はまのいすれかにま当するＳ合、 市に対して指定のＲり消しを串し

出ることができるものとする。

（１ ）市がな本協定九容を自白せす、又はこれらに 鼇`刄としたとき

（２）市の責めに帰すぺき事Ｅｔ３ により指定管ミ者が損害又は損失を被ったとき

（３）その他、指定管理者が必要と認めるとき

２　 市は、前項の申ｌを受けた場合、指定管ミ者との協議を経てその処置を決定するも

のと する。

（不可抗力による指定のＲり消 し）

第３７条　市又は指定管理者は、 不可抗力の発生により、管ミ業ｇの継続等が困難と判断

した場合 は、 相手方に対して指定Ｒ り消 しの協議を求める ことができるもの とす る。

２　 ↑私議の結果、やむを得な いと判断された場合、 市は指定の取 り消 しを行う もの とす

る。

３　 前：［回 におけるＲり 消しによ って指定管ミ者に発生する損害 ・損宍及び増加費ｍは、

合ミ性が認め られる範回で市が負担する こと を原則と して市と指定管ミ者の協議によ

り決定するものとする。

（指定期間終了時の虱扱い）
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第３８条　第３２条から第３４条の規定は、第３５条から第３７条の規定により基本Ｗｔが終

了した場合に、これを準ｍする。ただし、市指定管ミ者が台意 した場合はその回りで

はな い。

第８章　その他

（権利・ 義務の譲渡の禁止）

第３９条　指定管ヨ者は、基本協定によって生する権利又は義務を第三者に譲渡し、又は

継承させてはなら 砥、い。 ただ し、 事粘に市の承諾を受けた場合は この限り ではない。

（一括再委託等の禁止）

第４０条　指定管ヨ者は、管理業務の全部又はその主た る業務を一括 して第五音に下請け

させ、又は再委託することはできない。

（管ミ業務の範回夕｜ヽの業務）

第４１条　指定管理者は、施設の設置目的に合致し、かつ管理業務の実施を妨けない範囲

において、自己の責任と費目により、自圭事業を実施することができるものとする。

２　 指定管ミ者は、自主事業を実施する場合は、 市に対して事業計ミ書を提出し、事前

に市の承諾をそけなく てはならない。その際、市と指定管ミ者は必要に応じて協議を

行うものとする。

３　 市と指定管理者は、自生事業を実施するに当たって、 私途の自圭事業の実獵条件等

を定めることができるものとする。
１

［請求、 ｊＭ］等の様ぶその他）

第４２条　基本協定に関する市指定管ミ者間の請求、通知、 串出、報告、 承諾及び解除は、

基本協定に特別の定めがある場合を除き、書Ｅにより １うニわなければならない。

２　 基本協定の履行に関して市指定管理者間で用いる言語は、 日本語とする。

３　 基本協定の履行に関して市指定管ミ音間で用いる計量単位は、 基本協定に特ＳＵの定

めがある場合を除き、 計鶚た（７ぼ４年法律第５１ｇ）の定めると ころ によ る。

（協定の変更）

第４３条　管ミ業務に回 し、 喩え業務のＷを条件や Ｆち］容にぎまが生じたとき又は特髱な事

情が生じたときは、市と指定管ヨその協議の上、 基本協定の規定を変更することがで

きるものとする。
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（解ＩＲ）

第４４条　市が基本協定の規定に基づき書類の受領、通知若 しく は立会いを行い、 又は説

明若 しく は報告を求めたこ とを以っ て、 市が指定管理者の責任において行うべき業務

の全部又は一部について責任を負担するものと解釈してはならなし ｙ，

（連帯保回五人）

第４５条　指定管ミ者は、基本協定締結に当た って連帯保証人を立てることとする。連帯

保証人は、指定管ヨ者の責に帰すべき事由により、業務の継続が困難となっ た場合に、

次の指定管理者へのＳ Ｉ継ぎが行われるまでの間、指定管理者を支援するとともに、指

定管９者の損害賠償金、指定管ミ料で市が支■した額のうち、 執行が確§Ｓできない場

合、 その未執ｆｉ額等施設の管理運営費等の支祉いを保証するものとする。

２　 連帯保証人は、前項の １；’Ｓ］容の履むに必要な資力、 能力を有するものとし、市の承認

を得るものとする。なお、 市が不適当と認めるときは、指定管ＩＩ者はその変更をしな

くて はな らな い。

（疑義についての協議）

第４６条　基本協定の各条：回等の解釈について疑義を生じたとき又は基本協定に特別の

定めのない事項については、市と指ｉ？管ミ者の協議の上、これを定めるものとする。

この基本協定の締結を証するため、 本書を３通作ほし、市、指定管理者及び連帯保証

人がそれぞれ記名押印の上、各 １通を保有する。

令和　　年　　 ＪＥｊ　　日

南あわじ市　兵庫県南あわ じ市市善光寺２２番地１

南あわじ市長　　守　本　憲　弘

指定管ミ者　兵庫県洲本市海岸通１ 丁目 ３番 １１号

株式会社　かいげつ

代表取締役　　　 齋　藤　敦　夫

連帯保Ｅ人　 兵庫県南あわ じ市広日ヨ広Ｅ日２３６番寛へ

斎　藤　敦　夫
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髱表第１ （第 ５条関係）

土地

所在地

南あわじ市

神代社家学段

神代社家学苗代ケ内

八木寺内学久保畑

神代社家学をんどふじ

八木寺内学く らがり

八木寺内学く らがり

神代社家学半道地

神代社家学辻 ヶ内

建物

所在地

雨あわじ市

神代社家学段

地番

２３ ３２

６２ ６－２

１５ １５ －１

６２ ３－１

６８ ８－１

６８ ８－２

５９２－４

１３ １９ －７

種類

施設本体１階

機械室１階

機械室２階

地目

宅地

宅地

宅地

雑種胞

雑Ｗ油

雑Ｗ油

雑種地

鉱泉油

Ｐ６７

ミ積 （岷）

９， ７９６． ４８

３８ ．００

６０ ．００

３３ １． ００

’１ ９３ ．００

１４ ３． ００

１０ ２， ００

９３ ．９０

延床ミ積 （嵒）

２ ７

５

７

３２

００

２０

備考

施設敷地

／／

／／

第２泉溷、敷地

／ノ

り

予備駐車場

第１泉丿京敷地

備考



別記１

個人情報取扱特Ｅ事項

（基本的事項）

第１ 条　指定管ヨ者は、個人情報（個人に関する情報であって、特定の個人が識別され、

又は識別され得るものをい う。 以下同じ。） の保護の重Ｓ性を認識 し、 この協定による

業務を実施するに当た って は、 個人の権利利益を侵害することのないよ う、 個人情報

を適ｉＥにＲり扱わなけれぱならない。

（Ｗ包の保持）

第２条　指定管理者は、この協定による業務に関 して知ることのできた個人情報を他に

漏ら してはな らな い。 この協定が終了し、又は解除された後に おいても、同様と する。

（収集の制限）

第３条　指定管理者は、この協定による業務をｔにうために個人情報を収集するときは、

その業務の目的を達成するために必要な範囲内で、適法かつ２ｍな手段により行わな

ければならない。

（適ｉＥ管理）

第４条　指定管理者は、この協定による業務に関して知ることのできた個人情報の漏え

い、 滅失及びき損の防止その他個人情報の適ｉＥな管理のために必要な措置を講じなけ

ればならない。

（ＲＪＩＲび提供の制・）

第５条　指定管ミ者は、市の指示又は承諾があるＳ台をＳき、 この協定によるＭＭに関

して知ることのできた個人情報を協定の目的以外の目的に利ＪＥ目 し、 又は第Ｅ者に提供

してはな らな い。

（複ち又は複製の禁止）

第６条　指定管ｌｌ者は、 この協定による業務を処９するために市から引き渡された個人

情報が記録された資料等を、市の承諾な しに複ぢ し、 又は複製してはならない。

（再委託の禁止）

第了条　指定管ヨ者は、この協定による業務を１モｉ うための個人情報の処ミは、自 ら？モにう

ものとし、市が承諾した場合を除き、第Ｅ者にその処理を委託 してはならな い。

（資料等の返還等）

第８条　指定管理者は、この協定による業務を処理するために市か らＳ Ｉき渡され、 又は

指定管ミ者自 らが収集若しくは作成 したＳ人情報が記録された資料等は、業務完了後

直ちに市にＳ還し、又は引き渡すものとする。ただし、市が別に指示したときは、そ

の指示に 従う もの とす る。

（従事者への周知）
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第９ 条　指定管理者は、この協定による業務に従事するきに対 して、在職中及び退職後

において、この業務に関して知ることのできた個人情報を他に漏ら してはならないこ

と、 協定の目的以外の目的に使ｍしてはならない ことなど個人情報の保護に関し必要

尽、事項を周知するものとする。

（実地戛査）

第へ０条　市は、必要がある と懾める とき は、 指定管ミ者がこの協定 によ る業務の執行に

当た り取 り扱 っている個人情報の伏ミに ついて随時実地に調査する ことがで きる。

（事振報告）

第１ １条　指定管ミ者は、この協定に違反する事態が生 じ、 又は生するおそれのあること

を知 ったときは、 速やかに市に報告 し、 市の指示に従うものとする。
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